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八ードウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 

各部の名称と機能（162ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （174 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接 
続について説明しています。 

基本的な操作 （189 ページ） 

電源の ON や〇 FF の方法、およびフロッピーディスクや CD-ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （201 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ （274 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。ま 
た、このユーティリティで設定したパラメータが保存されている内部メモリ 
(CMOS メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの割り込みの設定についても 
説明しています。 

RAID システムのコンフィグレーション （3 14ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 

リセット （335 ページ） 

システムのリセット方法と内部メモリ （CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置前面 


(3) (5)-1 ⑹ 



(1) フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護する力 
パー。添付のセキュリティキーでロックすること 
ができる（—189ページ)。 

(2) キース□ット 

フロントべゼルのロックを解除するセキュリティ 
キーの差し口 （- H 89ページ)。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。（->169ペー 
ジ)。 

(4) DISK ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵のハードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵のハードディスク 
ドライプのラち、いずれが1つでも故障するとア 
ンパー色に点灯する170ページ)。 


(5) ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する170ページ)。アイコンにある数字 
は「1」が LAN コネクタ1用で、「2」が LAN コネ 
クタ2用を示す。 

(6) UID ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
する （—1 71ページ)。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ169ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 
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装置前面（フロントべゼルを取り外した状態) 



3.5 型ディスクモデル 




前ページの 

(3) 〜 (7) を （4) (5) (6) (7) 

r8S§^©V|[]| = 


(9)-0 


( 10 ) 


(9)-1 


(9)-2 


( 11 ) 


(1) 

( 2 ) 

(3) 

⑷ 

(5) 

( 6 ) 


⑺ 


( 8 ) 


八ンドル（左右に1個ずつ） 

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する186ページ)。 
背面のモニタコネクタと排他。 

USB コネクタ （2 ポート） 


USB インターフェースに対応している機器と接続 
する （4 186ページ)。 

RESET スイッチ 


本装置をリセットするスイッチ（—335ページ)。 

DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（—422ページ)。 

POWER スイッチ 


電源を 〇 N / OFF にするスイッチ（—190ページ)。 
一度押すと POWER / SLEEP ランプが点灯し、 〇 N 
の状態になる。もう一度押すと電源を 〇 FF にす 
る。4秒以上押し続けると強制的に電源を OFF に 
する （—336 ページ)。 

※本装置はスリープ機能をサポートしていませ 
ん〇 


UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N /0 FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する（—194ページ)。 
ソフトウェアからのコマンドによっても点灯また 
は点滅する。 

光ディスクドライブベイ 

オプションの光ディスクドライブを取り付ける場 
所95ページ)。 

モデルや購入時のオーダによって以下のドライブ 
が搭載される。 

- DVD - ROM ドライブ 
- DVD Super MULTI ドライブ 


(9) 八ードディスクドライブベイ 

3.5 型ディスクモデルでは最大3台まで、 2.5 型 
ディスクモデルでは最大6台まで搭載可能 
206ページ)。括弧数字のあとの数字はチャネル 
番号を示す。 

標準構成では夕'ミートレイが搭載されている。 


(10) DISK ランプ（緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ （171 ペー 
ジ)。ハードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。ハードディスクドライ 
ブが故障するとアンバー色に点灯し、リビルド中 
は緑色とアンバー色に交互に点滅する （ RAID シ 
ステム構成時のみ)。 

(11) スライドタグ 

N 型番、シリアル番号を記載したラペルが貼り付 
けられている。 
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装置背面 


(1) (2) (3) (4) (5) 



(1) フル八イト PCI ポード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット 
(—242ページ）。フルハイトのボード用スロッ 
卜。 PCI ス□ット番号は riBJo 

(2) □—プ□ファイル PCI ポード増設用スロッ 
卜 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット 
(—242ページ)。□—プ□ファイル専用ス□ッ 
卜。 PCU □ット番号は「1 C 」。 


オプションの LAN ボードを搭載している場合、 
LAN ケープルのコネクタのツメが手では押しに 
くくなっているため、マイナスドライパなどを 
使用してツメを押して抜いてください。その際 
に、マイナスドライパなどが LAN ボードを破損 
しないよう十分に注意してください。 


(3) ブランクパネル（増設電源ユニットスロッ 

卜） 

オプションの増設電源ユニットを搭載するス□ッ 
卜（-218ページ)〇 

(4) 電源ユニット 

標準装備の電源ユニット。 

(5) AC インレット 

電源コードを接続するソケット （—186 ページ)。 

(6) マウスコネクタ 

マウスを接続する（->186ページ)。 

(7) キーポー ドコネクタ 

キーボードを接続する （—186 ページ)。 

(8) Speed ランプ（緑色/アンバー色） 

LAN の転送速度を示すランプ （—172 ページ)。 

(9) LINK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ（—172ペー 
ジ)。 


(10) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1〇〇 0 BASE - T / 1 00 BASE - TX /10 BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ （—186 ページ)。括弧数字の 
後の数字は「1」が LAN コネクタ1で「2」が LAN 
コネクタ2を示す。 

システム BIOS のセットアップで Shared BMC 
LAN 機能を有効化することで、 LAN コネクタ1を 
運用 LAN だけでなく、マネージメント専用 LAN と 
しても使用することが可能。ただし、両方のデー 
夕を送受信する可能性があるため、性能およびセ 
キュリティの面で推奨しません （303 ページ)。 

(11) マネージメント専用 LAN コネクタ 

1 00 BASE - TX /10 BASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕(—172ページ)〇 

運用 LAN としては使用できません。 

EXPRESSSC 〇 PE エンジン2等の接続に使用しま 
す。 

(12) DUMP スイッチ ( NMI ) 

押すとメモリダンプを実行する（—422ページ)。 

(13) UID (ユニット旧）スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N /0 FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する（—194ページ)。 

(14) UID ランプ(青色) 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯/点滅する 
(—171 ぺージ)〇 

(15) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る186ページ）。 

(16) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する186ページ)。 
前面のモニタコネクタと排他。 

(17) シリアルポート ( COM ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—186 ページ)。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 
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装置外観 



(1) トップカバー (2) リリースポタン 

DIMM や CPU 、 PCI ボードなどの取り付け/取り外 トップカバーを外す際に押すボタン。 

しの際に取り外す。 
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装置内部 


図は、ファンダクトを取り外した状態のものです。 


2.5 型ディスクモデル 

( 1 ) ( 2 ) 



( 11 ) 


(1) フロントパネルポード 

(2) バックプレーン 

(3) 電源ユニット 

(4) DIMM 

(5) マザーポード 

(6) PCI ライザーカード 

(7) トップ カバー センサ 

(8) RAID コント□ーラ専用スロット 

(9) プ□セッサ （CPU) 

ヒートシンクの下に取り付けられている。 


(11) RAID コント□ーラ用バツテリトレイ 

(12) 八ードディスクドライブベイ 

(13) 光ディスクドライブベイ 


(10) 冷却フアン 

(10)-1 

FAN 1 R 

(10)-2 

FAN 2 R 

(10)-3 

FAN 3 R 

(10)-4 

FAN 4 R 

(10)-5 

FAN 5 R 

(10)-6 

FAN 6 R 

(10)-7 

FAN 7 R 

(10)-8 

FAN 1 F 

(10)-9 

FAN 2 F 

(10)-10 

FAN 3 F 

(10)-11 

FAN 4 F 

(10)-12 

FAN 5 F 

(10)-13 

FAN 6 F 

(10)-14 

FAN 7 F 
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3.5 型ディスクモデル 

( 1 )( 2 ) 



( 11 ) 


(1) フロントパネルポード 

(2) バックプレーン 

(3) 電源ユニット 

(4) DIMM 

(5) マザーポード 

(6) PCI ライザーカード 

(7) トップ カバー センサ 

(8) RA 旧コント□ーラ専用スロット 

(9) プ□セッサ （CPU) 

ヒートシンクの下に取り付けられている。 


(10) 冷却フアン 

(10)-1 

FAN 1 R 

(10)-2 

FAN 2 R 

(10)-3 

FAN 3 R 

(10)-4 

FAN 4 R 

(10)-5 

FAN 5 R 

(10)-6 

FAN 6 R 

(10)-7 

FAN 7 R 

(10)-8 

FAN 1 F 

(10)-9 

FAN 2 F 

(10)-10 

FAN 3 F 

(10)-11 

FAN 4 F 

(10)-12 

FAN 5 F 

(10)-13 

FAN 6 F 

(10)-14 

FAN 7 F 


(11) 八ードディスクドライブベイ 

(12) 光ディスクドライブベイ 

(13) RAID コント□ーラ用バッテリトレイ 

オプションの RAID コント□ーラバッテリを取り 
付ける場所 （—257 ページ)。 
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マザーポー 


(1) (2)(2) (3) (2) (4) (5) (6) (8) (7) (2) (9) 



外部接続 
コネクタ 
(164 ベー 
ジ参照） 


装置背面 


(1) 電源コネクタ 

(2) 未使用コネクタ 

(3) USB コネクタ（フロント） 

(4) SATA DVD コネクタ 

(5) SATA コネクタ 

(6) FAN コネクタ 

(7) オプション COM コネクタ 

(8) HDD BP コネクタ 

(9) CMOS クリアジャンパ （—31 1ページ) 

( 1 0) パスワードクリアジャンパ 
い311ページ） 

(11) RA 旧コンフィグレーションジャンパ 


(12) リチウムバッテリ 

(13) PCI ライザーカード用コネクタ（□ープロ 
ファイルのボード専用） 

搭載可能なボードの仕様については 「PCI ボード 
(242ページ)」を参照してください。 

(14) PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜の ポー ド用） 

搭載可能なボードの仕様については 「PCI ボード 
(242ページ)」を参照してください。 

(15) RA 旧コント□ーラ用コネクタ 

(16) USB メモリモジュールコネクタ 

(17) フロントパネル用コネクタ 

(18) フロントビデオ用コネクタ 

(19) DIMM ソケット（—223ページ） 

(20) プ□セッサ （CPU) ソケット 
(20)-1 プロセッサ# 1(CPU#1) 

(20)-2 プロセッサ# 2(CPU#2) 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER ランプ（爭） 

本体の電源が ON の間、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


STATUS ランプ (A) 

ハードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ラン 
プが消灯しているときや、アンパー色に点灯/点滅しているときはハードウエアになんらかの 
異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


_"〇 • ESMPRO をインスI-ールしておくとエラーログを参照することで故障 

Bfa の原因を確認することができます。 

• しヽつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理ができない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(336 ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 
し、0 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

— 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 ( IERR ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らがのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

ウォッチドック'タイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

( DUMP スイッチ （ NMI ) 押下時な 
ど） 

※ソフトウェア要因のダンプ中は緑 
点灯のままです。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い0 


CPU の温度異常を検出した。 



ChipSet の温度異常を検出した。 


アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらか一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないが、どちらが一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないがどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


いずれかのハードディスクドライブ 
の故障を検出した。 

い。 


トップカバーが開いていることを検 
出し7こ0 

トップカバーを確認してください。 


DISK ACCESS ランプ （ i) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライブベイに取り付けられているハードディスク 
ドライブの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 


ACT ランプ（品） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 
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UID ランプ （ ID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、 UID スイッチを押すと、装 
置前面および背面の UID ランプが青色に点灯または点滅し、保守をしようとしている装置を特 
定することができます。 UID ランプを消灯させるには UID ランプを再度、押してください。詳 
しくは「サーバの確認 （ UID スイッチ） （194 ページ)」を参照してください。 



リモート管理ソフトウェアなどからランプを点灯または点滅させることがで 
きます。 


八ードディスクドライブのランプ 

ハードディスクドライブベイに搭載されるハードディスクドライブにある DISK ランプは表示 
状態によって意味が異なります。 




• 緑色に点滅 

ハードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

RAID システムで論理ドライブを構成しているとき、取り付けているハードディスクドラ 
イブが故障していることを示します。 



RAID システムで論理ドライブ ( RAID 1、 RAID 5、 RAID 6、 RAID 10、 RAID 50) を 
構成している場合は、1台 (RAID 6では2台)のハードディスクドライブが故障し 
ても運用を続けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブを 
交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ハードディスクド 
ライブの交換はホットスワップで行います）。 
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• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。 RAID システムでは、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 


オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってください。 

• U ビルド中は本体装置の電源 Off、 または再起動をしないでください。 

• ハードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他のリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN コネクタにはそれぞれ2つのランプがあります。 



• LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークの状態を表示します。本体とハブに電力が供給されていて、 
かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信 
を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作し 
ているかを示します。 


- 通常の運用で使用される2つの LAN コネクタは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンバー色に点灯しているときは、 

1〇〇 0 BASE - T で動作していることを示します。緑色に点灯しているときは、 

1〇〇 BASE - TX で動作していることを示します。消灯しているときは、 10 BASE-T 
で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN コネクタは、100 BASE - TX と 10 BASE - T をサボート 
しています。緑色に点灯しているときは、100 BASE - TX で動作していることを示 
します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがあります。 

AC POWER ランプ AC インレツト ACPOWER ランプ AC インレツト 



AC インレツトに電源コードを接続して AC 電源を電源ユニツトが受電すると緑色に点滅しま 
す0 

本装置の電源を ON ( DC 電源を本体に供給開始）するとランプが緑色に点灯します。 

本装置の電源を〇 N にしてもランプが点灯しない、またはアンバー色に点灯または点滅 >M する 
場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交 
換してください。 


*1 2台の電源ユニット構成で、一方の電源ユニットにのみ電源コードが接続されていて、 AC 電源を受電していると、 
もラー方の（電源コードが接続されていない方の）電源ユニットのランプはアンバー色に点滅します。電源コード 
を接続すると、緑色の点滅に変わります。それでもアンバー色に点滅している場合は、保守サービス会社に連絡し 
て保守を依頼してください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD の中 
にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定以外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

1 人で搬送•設置をしない 

• 

荷重が集中してしまうような設置はしない 


• 

1 人で部品の取り付けをしない • ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• 

ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


• 

定格電源を越える配線をしない 


• 

腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるよラな場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食を促進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 


wO ラック内部の温度上昇とエアフ□一について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だつたりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によつて上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10°C 〜 35°C) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています)。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


A 注意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出荷時にスライドレールは左右ともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 



テープ 
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• レールアセンブリの取り外し 


本体左右に取り付けられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 



本体前面にあるロック解除ボタンを押 
しなが6、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチッ」とロックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
パー（白色）を矢印の方向に引き、□ッ 
クを解除しながら本体から取り外しま 
す0 




出してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 


はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 



イン ナーレー ル 
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取り外したレールアセンブリは、レ 
バーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 



• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。 

• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


• レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチッ」と音がして、 
ロックされたことを確認してくださ 
い。 

右図は右側（前面）を示していますが、 
右側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もラー方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


^ レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないことを確認してくださし、 

If エック| 
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• 本体の取り付け 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレールをロックされるまで引き 
出す。 




111751 


ロック機構が確実にロックしている事を確認してください。 



ロック機構 
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2. 2人以上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 



途中で本装置がロックされたら、 
側面にあるレリーズレバー（青色 
のレバーが左右にあります）を手 
前または、奥に押しながらゆつく 
りと押し込みます。 

完全に装置を押し込むと装置前面 
のロックがかかり装置を固定でき 
ます。 



• レノトやレールで指を挟まないよう十分注意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しながら取り付けてく 
ださい。 



• 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強しヽ摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 

• 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してくださしヽ。左右のロックが完全にかかつたのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


• ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 

匡!^] 本装置の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 

いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラッ 
クのフレームにあたり、引き出せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フロントべゼルの取り付け 

フロントべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに引っかけるようにしながら 
取り付けます。 


タブ 



取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


A 注意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティロックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. < オプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケープ)レアームを本装置から取り 
外す。 



セキユリテイキース□ツト 
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4. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされま 
す0 



5. 左右のレリーズレバー（青色）を 
手前または奥に押して、ロックを 
解除しながらゆっくりとラックか 
ら引ぎ出す。 



w-O 装置を引き出した状態で、弓Iき出した装置の上部から荷重をかけないでくださ 
Bto し、。装置が落下するおそれがあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 



• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、弓Iき出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノトやレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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レールアセンブリの取り外し 

次の手順でレールアセンブリを19インチラックから取り外します。 


A 注意 


AA 

AS) 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデノ (イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1. 181ページの「取り外し手順」を参照し、本体をラックから取り外す。 


2. 本装置に添付のスライドレール（ア 
ウターレール）取り外し工具を用意 
する。 
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4. レールアセンブリの□ックを解除す 
る 0 

右図のように、取り外し工具を矢印 
の方向に力を加えてロックを解除し 
ます。 



ロック用スプリング 



上から見た場合 


5. □ックを解除した状態でレールアセ 
ンブリをラックから取り外す。 
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6. レールアセンブリ背面側にある角穴 
に、取り外し工具を右図の向きで差 
し込み、レールアセンブリの□ック 
を解除する。 


右図のように、取り外し工具を回転 
させてロックを解除します。 

7. ロックを解除した状態でレールアセ 
ンプリをラックから取り外す。 



前面から見た場合 



横から見た場合 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面と背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次 
ページの図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続 • 設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせ < ださい。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

A A 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


• 
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ディスプレイ装置％ 



シリアルインタフェース 
を持つ機器 



パブ/スイッチングハブなど 


100 BASE - 了 X / 
10 BASE-T 


1000 BASE - T / 

100 BASE - TX / 

10 BASE-T 


背面 



マウス 



最後に添付の電源コー 
ドをコンセントに接続 
する# 1 。 

UPS に接続する場合は 
次ページの説明を参照。 




*1 電源コードは、 15 A 以下のサーキットブレーカに接続してください。 
*2 前面と背面で排他。 



• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• 弊社以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用 
できることをあらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中 
には本装置で使用できないものがあります。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い0 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルがから 
まないよう固定してください。 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないよう 
フォーミングしてください。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォー 
ミングしてください。装置を引き出したときに電源コードが抜けるのを 
防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 










































































188 設置と接続 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある出カコンセン 
卜に接続します。詳しくは UPS に添付の説明書を参照してください。 


コンピュータインターフェースポート (UPS) 

\ 過負荷保護 

オプションスロット \ リセットボタン 出カコンセント 



入カコネクタ 電圧感度設定ボタン 

(NEMA5-15P) 


本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の BIOS 設定の変更が必要となることがあります。 

BIOS の 「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
定することができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい)。詳しくは299ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


本体の電源の〇 N / OFF や光ディスクドライブを取り扱うとき、ハードディスクドライブベイへ 
のハードディスクドライブの取り付け/取り外しを行うときはフロントべゼルを取り外しま 
す0 


W"0 フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けるこ 
とができません。 

フロントべゼルの取り付け • 取り外し時に POWER スイッチを押さえないよう 
に注意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽 
く押しながら回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 


フロントべゼルを取り付けるときは、フロン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取り付けます。取 
り付けた後はセキュリテイのためにもキー 
でロックしてください。 



タブ 



フレーム 
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電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を〇 N にします。 



マザーポード上にある本装置を監視する BMC (ベースポードマネージメントコ 
ントローラ）は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源 
コードを接続した後や、電源を〇 FF にした後は、電源が〇 FF の状態から POWER 
スイッチを押すまでに30秒以上時間をあけてくださしヽ。これは、通常の動作で 
あり 、 BMC (ベースボードマネージメントコントローラ）が要求するものです。 


1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


2. フロントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある POWER スイツチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
ロゴ」が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
で30秒以上の時間をあけてください。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文字が表示されるまでは電源を 
OFF にしないでください。 


POWER ランス 


,P0WER スイツチ 


I 目自 

今 
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□J 

□□□ 
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)□□□ 
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5 H 閉 


「 NEC 」 ロゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧くださし、。 
POST を完了すると〇 S が起動します。 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、 エラー メッセージを表示します。 
379ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリ、プロセッサ 
( CPU )、 キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の BIOS セッ 
トアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。（く Esc 〉 キーを押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます 。 「Quiet Boot 」 の 「 Boot 」 にある 「 Boot-time 
Diagnostic Screen ] の設定を 「 Disable 」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作、リセットまたは 
電源 OFF、 電源ケーブルを抜かないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することがあります。 

この場合は く F 1 >キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されま 
す。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまで 
に数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表 
示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 








192 基本的な操作 


2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU やマザーポード内のベースポードマネージメントコント□—ラな 
どを検出したことを知らせるメッセージです。 


3. しばらくすると、マザーポードにある BIOS セットアップユーティリティ 

「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。以下の表示内容 
は一例です。システムの設定状態によって表示が一部変わります。 


Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、「システム BIOS ( SETUP ) のセットアッ 
プ （274 ページ）」を参照してください。 SETUP を終了すると、自動的にもう一度 
はじめから POST を実行します。 

r<F 1 2> to boot from Network 」 のメッセージは、ネットワークブート （ PXE ブー 
卜）を促すメッセージです。 < F 12> キーを押すことでネットワーク上のブートデバ 
イスを検索し、起動します。 

4. <3.5 型ディスクモデルで 3.5 型 SATA ハードディスクドライブを搭載した場合> 

オンポードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を有効(使用する 
) に設定している場合、 RAID システムの設定や管理をするユーティリティの起動を 
促すメッセージが表示されます。 


Press <C t r L ><M> to Run LSI Logic Software RAID 
Setup Utility- 

ここで、 < Ct 「 l > キーを押しながら、 < M > キーを押すとユーテイリテイが起動します。 
詳しくは 、 「RAID システムのコンフィグレーション （ 314 ページ）」 を参照してく 
ださい。 



• 2.5 型ディスクモデルは、この機能を持っていません。 

• このユーティリティは、ハードディスクドライブ内の記憶状態の管理や 
保守のためのものです。314ページ以降の説明をよく読んで操作してく 
ださい。 
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5. オプションの RAID コント□-ラ( N 8103_129/1 30/1 34/1 35)、 SCSI コント 
□—ラ、ネットワークカードを搭載している場合は、それぞれのボードが持つ 

巳 I 0 S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます。（その 
まま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます)。 

以下は SCSI コント□ーラの場合の表示例です。 

Press <Ct r L> <A> for SCS I Se Lect(TM ) Utility! 

各ボードのユーティリティを起動する方法やボードが提供する機能、ユーティリ 
ティの操作方法については、各ボードの説明書を参照してください。 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 
本体の PCI バスス□ットに複数のオプションボードを搭載しているときは、 PCI ライ 
ザーカード riBj (フルハイト用）、 pci ライザーカード nc 」 （□—プロファイル 
用）に搭載しているボードの順で各ボードの情報を表示します。 

6. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を〇 FR こしてから、30秒以上時間をあけて 
〇 N にして本装置を起動し直してください。 

■■〇 os をインスI-ールするまではパスワードを設定しないでください。 


7. POST を終了すると OS を起動します。 


POST の エラー メ ッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、 「 POST 中 
のエラーメッセージ （379 ページ)」を参照してください。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 



故障しているメモリは SETUP ユーティリティからでも確認できます （283 ベー 
ジ参照)。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 自動的に本体の電源が OFF されない場合は、本体前面にある POWER スイッチを押 
す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 



Windows Server のスタンバイ/休止機能は使用できません。 Windows のシャツ 
トダウンにてスタンバイ/休止を設定しないで下さい。 


サーバの確認 （ UID スイツチ) 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために装置の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」がもうけられて 
います。 


UID (ユニット D ) スイッチを押すと UID ランプが点灯または点滅します。もう一度押すとラ 
ンプは消灯します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 


UID ランプ UID スイツチ 




UID ランプ UID スイッチ 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブベイがあります。本体装置に搭載可能な光ディスクドライブに 
は以下のタイプがあります。 

• DVD - ROM ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

• DVD Super MLLTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取り、書き込みを行うための装置です。 

DVD Super MLLTI ドライブのソフトウェア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）につ 
いては、添付されているライティングソフトウェア CD - R 〇 M 内の説明書を参照してください。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A / <T\ などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

明をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の 注意 

本装置を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守ってください。 
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ディスクのセツト/取り出し 


ディスクは次の手順でセツトします。 


1 . ディスクをドライブにセットする前に本体の電源が ON ( POWER ランプが点灯) 
になっていることを確認する。 

2. ドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 


トレーが少し出てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す0 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


5. 図のように片方の手でトレーを持 
ちながら、もう一方の手でトレー 
の中心にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 

トレーにセツトする。 



ディスクのこの部分を押す 
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6. トレーの前面を軽く押して元に戻 
す0 


w-O ディスクのセツト後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときはディスクを 
セツトし直してください。 



ディスクの取り出しは、ディスクをセツトす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き出します。 

アクセスランプが点灯しているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点灯していないことを確認してく 
ださい。 

右図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
ラー方の手でトレーの中心にある駆動部分 
を押さえながらデイスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り出します。 



ディスクを取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り出せない場合は、次の手順に従ってデイス 
クを取り出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引き伸ばして代用でき 
る）をトレーの前面にある強制イ 
ジェクト ホールに 差し込んで卜 
レーが出てくるまでゆっくりと押 
す0 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


_ d^L_ _ ] 2 _ 

強制イジェクトホール 


ディスクの取り扱いについて 

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください0 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やぼこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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Flash FDD 


Flash FDD はフロッピーディスクドライブと容量互換の装置です。 

Flash FDD は、本装置の USB コネクタへ1台のみ接続可能です。本装置にフロッピーディス 
クドライブが接続されている場合は、必ず取り外してください。 


A 注意 


Flash FDD の紛失 • 盗難等には十分ご注意ください 

A 

Flash FDD の紛失 • 盗難 • 横領 • 詐取等により、第三者に個人情報が漏洩するおそ 
れがあります。個人情報が第三者に漏洩したために損害が生じた場合、弊社はその責 
任を負いかねますので予めご了承ください。 


胃"〇 • Flash FDD のライトプ□テクトスイッチは、本装置へ接続する前の状態 
Bto が反映されます。そのため、本装置接続後にライトプ□テクトスイッチ 

を操作しても無効です。使用中にライトプ□テクトスイッチの状態を変 
更する必要がある場合は 、 Flash FDD を一旦、本装置から取り外し、ラ 
イトプ□テクトスイッチ状態を変更してください。 

• 本装置への取り付け、取り外しの際に Flash FDD のライトプ□テクトス 
イッチを誤ってスライドさせない様に注意してください。 


注意事項 

Flash FDD は〇 S インストール時のデバイスドライバの読み込み用等の一時的な使用にとど 
め、データのバックアップ用として使用しないでください。 


記録データの補償について 

Flash FDD に記録されたデータの補償につきましては、弊社はいかなる責任も負いかねます 
ので、ご了承ください。 












200 基本的な操作 


Flash FDD の取り扱いについて 


• Flash FDD のアクセス LED が点滅しているときに本装置の電源を〇 FR こしないでくださ 
い 0 

— 故障、およびデータの破損の原因となります。 

• Flash FDD は消耗品です 0 

エラー が発生した Flash FDD は使い続けず、新しい Flash FDD を使用してください。 

• Flash FDD は USB ハブを経由しての接続は不可となります。 

本装置の USB コネクタへ直接接続してください。 

• Flash FDD に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシなど）に手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてください。 

• 分解しないでください0 

• 強い衝撃を与えないでください0 

• 直射日光や暖房器具の近くには置かないでください。 

• 飲食や喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコールなど 
を付着させないように注意してください。 

• 本装置への取り付けは、ていねいに行ってください。 

• Flash FDD を本装置の USB コネクタに挿入したまま移動しないでください。 

Flash FDD の故障の原因となります。 

• Flash FDD の使用後は、本装置から取り外してください 0 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

一人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
高温注意 
感電注意 


内蔵オフシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


m 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD を使ったシステムをアップデートしてください （1 12ページを参 
照 ）0 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 


警告 


安全上の注意 


A ②⑩ C 

AA ® 0 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. os のシャットダウン処理を行う。 

ハードディスクドライブや増設電源ユニットで、ホットスワップで増設ができる場 
合は、シャットタ'ウン処理をする必要はありません。 

2. セキュリティキーでフロントべゼ)レの□ックを解除する。 



3. フロントべゼルを取り外す。 

4. POWER スイツチを押して本装置 
の電源を OFF ( POWER ランプ消 
灯）にする。 

5. 本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 


以上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライバが必 
要です。用意してください。 



ハードディスクドライブと電源ユニットを除く内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装置 
をラックから引き出した状態で行います。 


A 注意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


A A 

Q 


• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 古:日:卞在 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 203ページを参照して準備する。 


^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイッチを押すことで点灯 
する UID ランプを利用してください。 
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2. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

引き出している途中でロックされ 
ます。ロックされたところで引き 
出しは完了です。 


ラックへ収納するときは、左右のレリーズレ 
パー清色）を手前または、奥に押しながら 
再度、ラックへ押し込みます。 




レノ (一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を〇 N にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルが冷却用の穴をふさいでいないことを確認してください。泠却 
効果を失ラと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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八ードディスクドライブ 


本装置の前面にはハードディスクドライブベイがあります。 

モデルによって取り付けられるディスクインタフェースとドライブのサイズ•搭載数が以下の 
ように異なります。また、搭載するス□ットによってハードディスクドライブの D (チャネル 
番号または Port 番号)が固定で決められています。 

ハードディスクドライブは専用のドライブキャリアに搭載された状態で購入できます。また、 
ドライブキャリアに搭載された状態のまま装置に取り付けます。 

• 2.5 型ディスクモデル 

オプションの RAID コント□—ラ ( N 8103 -129/130/134) 搭載時のみ、 SAS ハードディス 
クドライブをサポートしています。 2.5 型幅の専用トレーに搭載されたハードディスクド 
ライブを最大6台搭載することができます。 

- SAS ハー ド デイ スクドライブ 


胃"〇 NEC で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、八ードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください（2011年10月現在）。 

一 N 8150 -300(146.5GB、 10000_、 SAS) 

一 N81 50-301 (300GB、 10000_、 SAS) 

一 N 8150 -322(450G 巳、10000_、 SAS) 

一 N 8150 -304(600GB、 10000_、 SAS) 

一 N 8150 -332 (900GB、 10000_、 SAS) 

一 N 8150 -302 (73.2GB、 15000_、 SAS) 

一 N 8150 -303(146.5GB、 15000_、 SAS) 

一 N 8150-331 (300GB、 15000 rpm、SAS) 


Port 1 


Port 3 



Port 0 

Port 2 

Port 4 


(〇 

^^ 1 ® 圍圍 〇 〇〇 

rnnnnnnnnnnnnnnnnnn 

□ II I 00000000 0000 I I r I |n 

□□1 II 1 00000000 0000 I I L 

00000000 0000 11 V Iq 
□3 0000000 〇 0000 11 1 1 

I 

00000000 0000 I I r !□ 

00000000 0000 |||l 

H 

□ 

M M 

!=l 0000000 〇 0000 I I r Iq 

1^1 || | 00000000 0000 I I I 

S| 00000000 0000 || r Iq 

P=| || | 00000000 0000 I I L 

贈 

00000000 0000 |T~| Iq 

1 00000000 0000 I I L 



Port 5 


ハードディスクドライブベイの Port 〇のス□ット以外には夕'ミートレイが入っています。夕' 
ミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ードディスクドライブを搭載し 
ない場合には夕'ミートレイを取り付けてください。 

- SATA ハー ド ディスク ドライブ 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) やオプシヨンの 
RAID コント□—ラ ( N 8103-129/130/134) でシリアル ATA ( SATA ) インタフエー 
スをサポートしています。 2.5 型幅の専用トレーに搭載されたハードディスクドライ 
ブを最大6台搭載することができます。 

※オンボード接続時は最大4台搭載になります。 
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NEC で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、ハードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください （201 1年10月現在）。 

一 N 8150 -276(160 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -277(500 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -334(1 TB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 


- SSD (ソリツドステートドライブ） 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD ™) やオプションの 
RAID コント□—ラ ( N 8103 -129/130/134) でシリアル ATA ( SATA ) インタフエー 
スをサポートしています。 2.5 型幅の専用トレーに搭載された SSD を最大6台搭載す 
ることができます。 

※オンボード接続時は、最大4台までとなります。 


胃"〇 NEC で指定していない SSD を使用しないでください。サードパーティの SSD 
などを取り付けると、 SSD だけでなく本体が故障するおそれがあります。次に 
示すモデルをお買い求めください (201 1年10月現在）。 

一 N 8150 -707(100 GB 、 SSD ) 


• 3.5 型ディスクモデル 

- SATA ハードディスクドライブ 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) や、オプションの 
RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) でシリアル ATA ( SATA ) インタフエー 
スをサポートしています。 3.5 型幅の専用トレーに搭載されたハードディスクドライ 
ブを最大3台搭載することができます。 


W -〇 NEC で指定していない ハー ドディスクドライブを使用しないでください。 サー 
ドパーティの ハー ドディスクドライブなどを取り付けると、 ハー ドディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください（2011年10月現在）。 

一 N 8150 -209 A (250 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -274(500 GB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150 -263(1 TB 、 7200_、 SATA 2/300) 

一 N 8150-278 (2 TB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 


cOll 

oi-, 

ハードディスクドライブベイは出荷時の構成でマザーボード上の Mini SAS コネクタに接 
続されています。 

ハードディスクドライブを RAID システムで使用する場合は、以下を参照してください。 

- オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用する場合 
RAID システムの構築、設定、管理には 、 「LSI Software RAID Configuration 
Utility 」 や 、 「Universal RAID UtilityJ を使用します。 


4^N> 圍圍 SSS 8 ©© |[]f 
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詳細は、 「 RAID システムのコンフイグレーション」 （314 ページ ）、 「Universal 
RAID UtilityJ (359 ページ)を参照してください。 

- オプションの RAID コント□—ラ ( N 8103 -129/130/134) を使用する場合 
RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID 
Utility 丄 rSuperBuild Utility 」 を使用します。 

詳細は、オプションの RAID コントローラに添付の説明書や 、 「Universal RAID 
Utility 」（359 ページ）を参照してください。 


取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


RA 旧システム構成する場合、同じ仕様（同一容量、同一回転数、同一規格) 
のハードディスクドライブを使用して、ディスクアレイを作成してください。 


ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 
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3.5 型八ードディスクドライブの取り付け 

3.5 型ディスクモデルの手順を次に示します。 

2.5 型ディスクモデルの場合は、「2.5型ハードディスクドライブの取り付け」 （211 ページ）を 
参照してください。 

1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは本装置に3つあります。左のス□ットから順に取り付けてください。 

3. ダミートレイを取り外す。 

夕'ミートレイは全てのハードディ 
スクドライブベイに入っていま 
す0 



pi 


• ダミートレイは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレイを取り付けてく 
ださい。 








210 内蔵オプシヨンの取リ付け 



m 


• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 


^ ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
g ェック I ディスクドライブの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


6. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチッ」と音がしてロックされます。 


• ハンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 

• さらにしつかり入っているか、再度押し込んでください。 


^ 押し込むときにハンドルのフックがフレームに引つがかつていることを確認 
してください。 


7. 本装置の電源を 0N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「Boot」 メニュー 
(308 ページ）で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーで□ックします。 
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2.5 型八ードディスクドライブの取り付け 

2.5 型ディスクモデルの手順を次に示します。 

3.5 型ディスクモデルの場合は、「3.5型ハードディスクドライブの取り付け」 （209 ページ）を 
参照してください。 

1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは本装置に6つあります。 Port 番号の小さい順に取り付けてください（「2.5 
型ディスクモデル」 （206 ページ）を参照）。 

3. ダミートレイを取り外す。 

夕'ミートレイは全てのハードディ 
スクドライブベイに入っていま 
す0 



• ダミートレイは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレイを取り付けてく 
ださい。 



















212 内蔵オプシヨンの取リ付け 





^ ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライブの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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wO 八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 
Bto さらにしつかり入っているか、再度押し込んでください。 


^ 押し込むときにハンドルのフックがフレームに弓 I っががっていることを確認 
してください。 


9. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
(308 ページ）で起動順位の設定をする。 


ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

10. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキユリティキーでロックします。 
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取り外し 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り外します。 


3.5 型八ードディスクドライブの取り外し 

3.5 型ディスクモデルの手順を次に示します。 

2.5 型ディスクモデルの場合は、「2.5型ハードディスクドライブの取り外し」 （215 ページ）を 
参照してください。 


〆 ハードディスクドライプが故障したためにディスウを取り外す場合は、ハード 
F エック I ディスクドライブの DISK ランプがアンバー色に点灯しているス□ツトをあら 
がじめ確認してください。 



1. 203ページを参照して準備をする。 



ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
Ifl ^ l ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 

4. ハードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
トレイを取り付ける。 


5. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
(308 ページ）で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを取り外すとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 



2.5 型八ードディスクドライブの取り外し 

2. 5型ディスクモデルの手順を次に示します。 

3.5 型ディスクモデルの場合は、「3.5型ハードディスクドライブの取り外し」 （214 ページ）を 
参照してください。 



エック| 


ハードディスクドライブが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているス□ットをあら 
かじめ確認してください。 












216 内蔵オプシヨンの取り付け 



^ ハードディスクドライブベイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
II エック| ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



ハンドルを持って引き出さないでください。ハンドルが破損するおそれがあり 

If エック] ます。 


5. 八ードディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ットにダミートレイを取り付ける。 

6. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
(308 ページ）で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを取り外すとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

7. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 
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RAID システム構成でのハードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことのできる 
オートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6, RAID 10, RAID 50 に設定されている 
論理ドライブで有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクドライブをホットスワップ（電源〇 N の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 

オートリビルドを行っている間、ハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアン 
バー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていることを示します。 

オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
〇 FR こしないでください。 

• ハードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンバー色 
に交互に点灯しています）。 



218 内蔵オプシヨンの取リ付け 



ホットスワップに対応した2台の電源ユニットによる冗長構成で運用することができます（標 
準では1台構成)。 

万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す0 


國 


□□ 


□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□ (@&。。。。。。。@ 
□□□□□□□□□□□□ 



LJLJLJLJ 1 11 1 LJLJLJLJ 


o @0 raimie 


□□□□□□□□□' 


〇 


◎□1 

□□1 

□□1 

□□1 


背面 


増設 スロット 標準 スロット 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1 . 203ページを参照して準備する。 

2. ブランクカバーを取り外す。 



取り外したカバーは大切に保管しておいてください。 
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電源ユニット接続端子部分には触れないでください。 





電源 ユニット 
(オプション）用 
電源コード 
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標準で添付されていたものと、増設 
した電源 ユニッ トに添付されてい 
る コー ドを使います。 コー ドを接続 
すると AC POWER ランプが緑色に 
点滅します。 

コードを接続していない電源ユ 
ニットの AC POWER ランプはアン 
バー色に点灯します。 

電源コードを接続すると、2台の電 
源ユニット共に AC POWER ランプ 
は緑色に点滅します。 

6. 本装置の電源を ON にする。 



オプション 標準装備 


AC POWER ランプが緑色に点灯します。 

7. STATUS ランプや POST で電源 ユニッ トに関するエラー表示がないことを確認す 
る 0 


エラー表示の詳細については379ページを参照してください。 

また 、 AC POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してくだ 
さし、。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


A 注意 


A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 感電注意 


正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 



本装置の電源ユニットを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼働中（電源〇 N の状態）に故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（次の手順1、2をとばしてくださしヽ)。 


1 . 背面にある電源ユニットのランプの表示 (AC POWER ランプがアンバー色に点灯 
または点滅）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を OFF にする。 

3. 故障している電源 ユニッ トの AC コードを抜く。 

4. 電源 ユニッ トのレバーを内側に押 
し、とつ手をにぎりながら手前に 
引く。 

5. 電源ユニットを取り外す。 


6. 電源ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手 
順2で取り外したカノ（一を取り付ける。 



装置内部の冷却効果を保持するためにも電源 ユニッ トを取り付けていないス 
■to □ッ トにはブランクカバーを取り付けてください。 


「取り付け」の手順3〜7の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 






























222 内蔵オプシヨンの取リ付け 


トップカバー 


CPU の取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを取り外し 
ます。 

取り外し 


1 . 203ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す 
(203 ページ参照)。 

3. トップカバーにある□ックポタン 
を押しながら装置背面へスライド 
させる。 

4. トップカノ（一を持ち上げて本体か 
ら取り外す。 


取り付け 

トップカバーを取り付けるときは、トップカ 
バーのタブが本体フレームに確実に差し込 
まれるよう、まつすぐ本体の上に置いてくだ 
さい。 


トップカバーを本体前面に向かってスライ 
ドさせると「カチッ」と音がしてトップカ 
バーがロックされます。このときにロックボ 
タンの状態を確認してください。確実に□ッ 
クされると□ックボタンが上に上がった状 
態になります。下に押された状態（くぼんだ 
状態）の時はトップカバーをもう一度本体前 
面に向けてスライドさせてください。それで 
もロックされない場合は、いったんトップカ 
バーを取り外してから、もう一度取り付け直 
してください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケツトに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あります。 



DIMM は最大 192GB(16GBX12 枚)まで増設できます。標準出荷構成では、メモ 
リレスになります。 





• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は202ページで詳しく 
説明しています。 

• 指定以外の D 旧 M を使用しないでください。サードパーティの D 旧 M な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。次に示すモデルをお買い求めくだ 
さい (201 1年11月現在）。 


N8 102-371 
N8 102-372 
N8 102-428 
N8 102-373 
N8 102-429 
N8 102-374 
N8 102-375 
N8 102-387 
N8 102-388 
N8 102-389 
N8 102-390 
N8 102-391 


1 GB 増設メモリポード （ 1 x 1 GB) 
2GB 増設メモリポード （ 1 X2GB) 
2GB 増設メモリポード （ 1 X2GB) 
4GB 増設メモリポード （ 1 X4GB) 
4GB 増設メモリポード （ 1 X4GB) 
8GB 増設メモリポード （ 1 X8GB) 

1 6GB 増設メモリポード ( 1 x 1 6GB) 
2GB1 曾設メモ UTtt — ド (2x1 GB)* 
4GB 増設メモリボード (2x2GB)* 
8GB 増設メモリポード (2x4GB)* 
咖巳増設メモリポード (2x8GB)* 
32GB 増設メモ U ポード (2x 1 6GB)* 


* メモリミラーリング機能またはメモリ□ツクステツプ機能 （x8 
SDDC) 対応 
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1 CPU 構成 
搭載順序 


PCPU 構成 
搭載順序 

6 

12 

4 

10 

2 

8 


DIMM の増設順序 


1 CPU 構成時と 2 CPU 構成時で DIMM の増設順序が違います。 

1 CPU 構成時は DIMM ス□ット番号の小さい順に増設してください。 

2 CPU 構成時は各 CPU の DIMM ス□ット番号の小さい順に交互に増設してください。 

DIMM ス□ット番号の小さい順に次の順序で増設してください。 

( N 81 02-375 — N 81 02-374 — N 81 02-373 — N 81 02-429 — N 81 02-372 — N 81 02-428 - 
N 81 02-37 1または N 81 02-391 — N 81 02-390— N 81 02-389— N 81 02-388— N 81 02-387) 


CPU2-DIMM 3 
CPU2-DIMM 6 
CPU2-DIMM 2 
CPU2-DIMM 5 
CPU2-DIMM 1 
CPU2-DIMM 4 

CPU2 

CPU1 

CPU1-DIMM 4 
CPU1-DIMM 1 
CPU1-DIMM 5 
CPU1-DIMM 2 
CPU1-DIMM 6 
CPU1-DIMM 3 


前面側 


背面側 



マザーボード 


CPU2 を実装していない場合、 CPU2_D 旧 Ml 〜6は使用できません。 




N 8102 -371/372/428/373/429/374/375 増設メモリボード搭載時はメモリ 
ミラーリング機能およびメモリロックステップ機能 （X8SDDC ) は、サ 
ポートしていません。 

N 8102 -371/428 増設メモリボードは x4 SDDC に対応しておりません。 x4 
SDDC を利用する場合は、 N 8102 -372/373/429/374/375 増設メモリボ_ 
ドを搭載する必要があります。 



719 3 11 5 


4 15 2 6 3 
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メモ U クロック 

DDR 3-800/1 066/1 333 MHz のメモリク□ック周波数をサポートしておりますが、 CPU 構成、 
DIMM 構成により異なります。 

なお、全てのバスのメモリクロックは同じクロック周波数で動作します。 


メモリ駆動電圧 Low ( 1 .35 V / 省電力設定） 



メモリ駆動電圧 Normal (1.5 V ) 



【例】 

800 MHz 動作 


800MHz 動作 


CPU 1 DIMM1 CPU 1 DIMM4 


CPU2 DIMM4 CPU2.DIMM1 



メモリ RAS 機能 

本装置では、メモリ RAS 機能として「標準機能 （ X 4 SDDC )」、 「メモリミラーリング機能」と 
「メモリ□ックステップ機能 （ X 8 SDDC )」 と「メモリスペアリング機能」を持っています。た 
だし、メモリミラーリング機能とメモリ□ックステップ機能 ( X 8 SDDC ) を利用する場合は、 
「メモリ機能の利用」 （228 ページ）を参照してください。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


_"〇 本装置では、□—プ□ファイル （D 旧 M ポードの高さが 30mm (1.2 インチ) 
以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（それ以上高い) 
DIMM はサボートしていません。 


1. 

2 . 

3. 

4. 


203ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （203 ぺージ参照 ) c 

トップカバーを取り外す （222 ぺージ参照)。 

DIMM ソケットの両側にあるレ 
バーを左右にひろげ、メモリダ 
ミーを取り外す。 



メモリダミーは大切に保管しておいてください。 



• DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

F エック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソヶットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

6. 取り外した部品を取り付ける。 

7. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については379ページを参照してください。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」 一 「Memory 
Information 」 の順でメニューを選択し、増設した DIMM のステータス表示が数値 
になっていることを確認する （287 ページ参照)。 
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9. 「 Advanced 」 メニユーの 「Memory Configuration」-「Memory Retest 」 を 
「 Yes 」 にする 0 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは283ページをご覧ください。 

10. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ xl .5) 以上に設定する。 

Windows オペレーティングシステムを使用している場合は「メモリダンプ（デバッ 
グ情報）の設定」 （113 ページ）を参照してください。その他のオペレーティングシ 
ステムの場合は、オペレーティングシステムに付属の説明書を参照するか、お買い 
求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッ 
If エック| セージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （222 ページ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレノ（一を左右にひろげる。 

ロックが解除され Dl MM を取り外 
せます。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を 0 N にして POST 
でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、379ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」一 「Memory 
Retest 」 を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM の エラー 情報をクリアする 
(288 ページ参照)。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは283ページをご覧ください。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、メモリ RAS 機能として「標準機能 ( X 4 SDDC )」、 「メモリミラーリング機能」、「メ 
モリスペアリング機能」と「メモリ□ックステップ機能 ( X 8 SDDC )」 を持っています 。 SDDC 
(Single Device Correction ) はメモリ障害（複数ビット障害）を自動的に修正する機能となり 


ます。 


• メモリミラーリング機能およびメモリ□ックステップ （X8SDDC) 機 
苜 g を利用するにはN81 02-387/388/389/390/391 増設メモ U 
ポードを搭載する必要があります。 

• x4 SDDC を矛 IJ 用する場合は、N81 02-372/373/429/374/375 
増設メモリポードを搭載する必要があります。 


本製品のマザーボード内には DIMM を制御するための「メモリチャネル」が下図のように2系 
統に分かれています。 



「メモリミラーリング機能」と「メモリ□ックステップ機能 ( X 8 SDDC )」 はメモリチヤネル間 
での DIMM の死活監視と切り替えを行ラことによって冗長性を保つ機能です。 










































ハードウェア編 229 


メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、2つのメモリチャネル間（チャネル0とチャネル 1) で対応する2 
つの Group の DIMM (ミラーセツト）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機 
能です。 


メモリミラーリング機能はチャネル0とチャネル1を使用します。メモ 
リミラー構成時、各 CPU のメモリチャネル2 (CPU 卜 DIMM3/6、 
CPU2-DIMM3/6) は使用できません。 

メモリミラーリング機能を利用する場合は、N81 02-387/388 / 
389/390/391増設メモリポード(同 一D 旧 M2 枚セツト)を搭載する 
必要があります。 


例： 2 CPU 構成時 


CPU 1 



メモリコント□ーラ 


CH 〇 


CH 1 

\ CH 2 / 



ァータ1 


ァータ ■ 

データ2 


データ2 

データ3 


データ3 

データ4 


データ4 


CPU 2 



メモリコント□—ラ 


CH 0 


CH 1 

|V CH 2 / 




オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成する DIMM ソケット （2 つ）に DIMM を搭載してください。 

• ミラーセットに搭載する DIMM は同じ容量のものを使用してください。 
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• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （274 ページ）を参照して、 SETUP を起動 
したら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してくだ 
さい。 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory RAS Mode 」一「 Mirror 」 

• SETUP 終了後、再度 SETUP を起動し増設した DIMM のステータスが 「 Mirror 」 となって 
いることを確認してください。 

• DIMM は CPU 構成により搭載順序が違います。次の順序で搭載してください。 


1 CPU 構成 


2CPU 構成 

搭載順序 


搭載順序 



2 



4 



2 



4 

2 


3 

2 

1 


3 

1 


前面側 背面側 



次のよラなミラーリングは構築できません。 

• 同ーメモリチヤネル内でのメモリミラーリング 

メモリミラー設定に関する注意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないような DIMM 増設や、メモリミ 
ラーが崩れるような DIMM の取り外しを行なった場合は Independent 構成となり 、 BIOS 
Setup メニューの 「Memory RAS Mode 」 メニューは” Independent ” と表示されます。 
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メモリロックステップ機能 ( x 8 SDDC ) 

メモリロックステップ機能 ( x 8 SDDC ) では、2つのメモリチヤネル間 (チヤ ネル0とチヤネル 1) 
の対応する2つの Group の DIMM を多重化して並列して動作させることで x 8 SDDC ( x 8 Single 
Device Data Correction ) を実現します。 x 8 SDDC によって、 1 つのデバイスで 1 〜 8 データビッ 
卜の エラー 検出 • 訂正機能をサポートします。 


• メモリロックステップ機能 ( x 8 SDDC ) はチャネル0とチャネル1を使用 
します。メモリ□ックステップ構成時、各 CPU のメモリチャネル2 
( CPU 1- DIMM 3/6. CPU 2- DIMM 3/6) は使用できません。 

• メモリロックステップ機能 ( x 8 SDDC ) を利用する場合は、 N 8102- 
387/388/389/390/391増設メモ U ポード(同 一 D 旧 M 2 枚セット） 
を2セツト搭載する必要があります。 



CPU1 


メモリコント□—ラ 


CH0 

1 f 

1_ L- 

CH1 

1 

:: 

\ CH2 / 


[CPU1-DIMM4] 



[CPU1-DIMM II 




CPU1-DIMM5| 



[CPU1-DIMM 21 



□ックステップ 
セツト#2 


CPU2 


メモリコント□—ラ 


CH0 


[CPU2-DIMM4I 



[CPU2-DIMM II 



CH1 




CPU2-DIMM 5] 



[CPU2-DIMM 21 




この機能を利用するための条件は次の通りです。 

• □ックステップセットを構成する DIMM ソケット （4 つ）に DIMM を搭載してください。 

• □ックステップセットに搭載する DIMM は同じ容量のものを使用してください。 
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• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （274 ページ)を参照して、 SETUP を起動した 
ら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
「 Advanced」 — 「Memory Configuration」 — 「Memory RAS Mode 」 — 「 LockStep 」 

• SETUP 終了後、再度 SETUP を起動し増設した DIMM のステータスが 「Lock Step 」 と 
なっていることを確認してください。 

• DIMM は CPU 構成により搭載順序が違います。次の順序で搭載してください。 


1 CPU 構成 


2CPU 構成 

搭載順序 


搭載順序 



2 



2 



2 

1 

1 

1 

1 


2 

1 

1 

1 

1 


前面側 背面側 



次のよラなロックステップは構築できません。 

• 異なるメモリコント□—ラ （ CPU ) のメモリチヤネルでのメモリ□ックステップ 

メモリ□ックステップ設定に関する注意事項 

メモリロックステップを構築した状態で、メモリ□ックステップ構成とならないような DIMM 
増設や、メモリロックステップが崩れるよラな DIMM の取り外しを行なった場合は 
Independent 構成となり 、 BIOS Setup メニューの 「Memory RAS Mode 」 メニューは 
” Independent ” と表示されます。 
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メモリスペアリング機能 

メモリスペアリング機能は、 CPU ごとのメモリコント□—ラ配下にあるメモリチヤネル2を 
予備(スペア)として待機させることにより、運用しているメモリコント□—ラ配下の DIMM (メ 
モリ）で訂正可能なエラーが発生した場合、待機させている DIMM に自動的に運用に切り替え、 
処理を継続させる機能です。 



運用系 待機系 

( スペア ) 


CPU2 



メモリコント□—ラ 



CH 〇 


CH1 


CH2 



スペアセツト #4 


[CPU2-DIMM 41 [CPU2-DIMM 


[CPU2-DIMM6f 




スペアセツト #2 


[CPU2-DIMM 1 I ICPU2-DIMM2J I 


± 


[CPU2-DIMM 3' 


運用系 


待機系 
( スペア） 



オペレーティングシステムからは、物理容量より少ない容量の DIMM として認 
識されます。（搭載数と1枚あたりの容量によって変化します。） 
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1 CPU 構成 
搭載順序 


2CPU 構成 | 
搭載順序 

2 

4 

2 

4 

2 

4 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• スペアセット搭載する DIMM は、すべて同一型番の DIMM を搭載してください。 

• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （274 ページ）を参照して、 SETUP を起 
動し次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 

• 「 Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory RAS Mode 」—「 Sparing 」 

癱 SETUP 終了後、再度 SETUP を起動し増設した DIMM のステータスが 「 Sparing 」 と 
なっていることを確認してください。 

• DIMM は CPU 構成により搭載順序が違います。次の順序で搭載してください。 



次のよラなメモリスペアは構築または設定することができません。 
• 同ースペアセツト内での異なる型番の DIMM を搭載。 


3 13 13 1 


2 12 12 1 
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プロセッサ （CPU) 


標準装備のプロセッサ ( CPU ) に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプロセッサシステム 
で運用することができます。 



• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてから CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関する説明は202ページで詳しく説 
明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 指定以外の CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU など 
を取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードが故障するおそれがあ 
ります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります。 



背面側 



オプションの CPU の中には異なるレビジョンのものが含まれている場合があ 
ります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 Windows ではイ 
ベントビューアのシステムログに以下のようなログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 


4X 


イベント1 

日付： 

2001/07/02 

リース： 

Application Popup f 

B 寺刻： 

22:13 

分類： 

なし 

種類： 

■1 啬報 

イベント ID : 

41 

ユーザー⑪： 
コンピュータ◎: 

BBQ 

SERVER -1 


% | 


説明®: 

このマルチプロセッサシステムの CPU は、一部が同じリビジョンレベルで•はありません。すべ 
て©ブ□セッサを使用するためにオペトティングシステム奄システムで可能な最小のブロ 
セツサに制限します。このシステムで問 II が発生 t る埸合は、 CPU 製适元に問い合わせて 
この混合ブ□セツサがサポートされているかどうかを確認してくださ U 


デー鄕パイト©) — 「ワード < W ) 


0000： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

. 0 . 


000 8: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 


0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 


001 8: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020： 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













d 


OK ] —キゃンセル」 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 

1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ぺージ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （222 ページ参照)。 

4. フアンダクトを持ち上げて取り外 
す0 


^ 内部のケープルを引つがけないように確認しながら取り外してください。 



5. CPU ソケットの位置を確認する。 

6. ネジを取り外し、 CPU ダミーカ 
バーを 取り外す。 



CPU ダミーカバーは大切に保管しておいてください。 


7. ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレノ（一を止 
まるまでゆっくりと開く。 
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ソケットの接点が見えます。接点には触れないでください。 







238 内蔵オプションの取リ付け 


10.新しし H3PU を取り出し、 CPU を 
ソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持つ 
てソケットに差し込んでくださ 
し、親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやすくなります。 



詞"〇 cpu を持つときは、必ず端を持ってください。 cpu の底面（端子部）には触 
Ifaj れないでください。 



If エック I 


• CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し込んでください。 

• CPU を傾けたり、滑らせたりせずにソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
い0 



12. レバーを倒して固定する。 
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13. 匕一トシンクを CPU の上に置 
き、4本のネジで固定する。 


ネジを取り付けるときは右図の 
ようにたすきがけの順序で4つを 
仮どめしたあとに本締めしてく 
ださい。 

ネジとネジ穴を確認しながら固 
定してください。マザーボードを 
傷つけるおそれがあります。 




g エック| 


ヒートシンクの位置を確認してください。 


装置背面 



14. ヒートシンクがマザーポードと水平に取り付けられていることを確認する。 


胃-〇 • 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してから、も 
う一度取り付け直してください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

一 CPU が正しく取り付けられていない。 

ー ヒートシンクを固定するネジが完全に締められていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


15. フアンダクトを取り付ける。 
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16. トップカバ- 

以上で完了です。 


ファンダクトとヒートシンクまたはファンの間に隙間がないことを確認してく 
ださい。また、ファンダクトとマザーボードの間にケーブルが挟まっていない 
ことも確認してください。ケーブルのルーテインク'は下図を参照してください。 





を取り付ける。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜5を参照して取り外しの準備をした後、手順13 
〜6の順に従って行って ください。 ヒー ト シンクはネジを外した後、ヒー ト シンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外して ください（この 後の「重要」を参照して ください）。 


• CPU の故障以外で取り外さないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1. CPU を交換した場合は、 SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Processor 
Configuration」-「Processor Information 」 の順でメニューを選択し、増設 
または交換した CPU の 「 CPUID 」、「 L 2 Cache RAM 」 および「じ B Cache 
RAM 」 が正常になっていることを確認する （285 ページ参照)。 
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pc ■ポード 


本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード (2 種類)」と RAID コント□— 
ラを搭載できる 「 RAID コント□ーラ専用スロット」をマザーボード上に搭載しています。ライ 
ザーカードにはフルハイト PCI ボードを1枚、ロープ□ファイル PCI ボードを1枚、 RAID コント 
□ーラを1枚取り付けることができます。（合計で3枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 


• PCI ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。 
サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 
PCI ポードを取り扱ってください。また、 PCI ポードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポードおよびライザー 
カードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は202ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せください。 

• Low-profile (□ープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ポード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 

• SCSI コン ト□—ラや RAID コン ト□ーラ、 LAN ポード(ネットワーク 
ブート )、 Fibre Channel コン ト□ー ラで、 0 S がインス!ルされた 
ハードディスクドライブを接続しない場合は、そのポードの ROM 展開 
( BIOS ユーティリティの起動など)を無効に設定してください。設定方 
法については「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （274 ペー 
ジ）を参照してください。 
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前面側 



ライザーカードスロット 
(□—プ□ファイル専用） 

ライザーカードスロット 
(フルハイト用） 


RAID コント□ーラ用 
スロット 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる pci ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してか6取り付けてください。 

• 本装置には RAID コントローラなどにあるディスクアクセスを表示させるための LED コネ 
クタを接続できるコネクタはありません。 

• pci スロット番号は、□ープロファイル専用ライザーカード側が nc 丄フルハイト用 
ライザーカード側が riBJ RAID コント□—ラ専用スロットが 「0 A 」 になります。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□ットのサーチ順位は次の通りです。 

1 B (フルハイトタイプ） —1 C (ロープ□タイプ） 

• 〇 S や RAID システムの BIOS ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの 
PCI デバイス含む）の認識順序が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バ 
ス番号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を確認してく 
ださい。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC 1 

1 h 

〇 

〇 

オンボード NIC 2 

1 h 

〇 

1 

ス□ット 1 C * 1 

5 h 

〇 

X 

ス□ット1 B * 1 

3 h 

〇 

X 

スロット IB ( N 81 16-23) * 1 

4 h 

〇 

X 

RAID 専用スロット 

7 h 

〇 

X 


* 1 PCI バス番号は取り付けられたボードによって上表と異なる場合があります。 

• 起動しない LAN デバイスのオプション R 〇 M は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN デバイスを増設した場合、 LAN コネクタに接続したケーブルを抜くときは、ケープ 
ルのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを 
押して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN コネクタやその他の 
ポートを破損しないよう十分に注意してください。 

• 起動可能な PCI 力ード （ RAID コント□—ラや SCSI コントローラ、 LAN ボードなど）を 
増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS セットアッ 
プユーティリティの 「 Boot 」 メニューで設定し直してください。 
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• ブート可能なデバイス （ PCI カード、 USB デバイス等）を追加した場合は、ブート順位 
が変更されることがあります。 

BIOS Setup の Boot メニューの Hard Drive BBS Priorities でブートデバイスの優先順位 
を高く設定し直してください。 

[ Boot ] — [Hard Drive BBS Priorities ]— 表示を確認する 

ブートデバイスが N 81 03- 129/130/134配下の HDD の場合 
(Bus 07 Dev 00) PCI RAID Adapter 
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サボートしているポードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。なお、各カードの機能詳細についてはカードに添付の説明書を参照して 
ください。 


wrO • 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

• 本体 pci ス□ットよりも pci カードの方が動作性能が高い場合は本体 
pci ス□ット性能で動作します。 

• 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンポード同士)で AFT / ALB のチームを組むことが 
できます。 

• N 811 7-01 A に使用するケーブルは、以下の品名/指定番号のケーブル 
を使用してください。 

品名： RS -232 C ( B ) 

指定： 804-062746-820 


標準ライザーカード 


型名 

製品名 

ス □ッ ト番号 

PCIe2.0 

#0A 

PCIe 2.0 
#1B 

PCIe2.0 

#1C 

備考 

PCI スロット性能 * 1 

X4 レーン 

xl 6 レ-ン 

X8 レーン 

転送帯域 （1 レ-ンあたり） 

5Gb/s 

ス□ットサイズ 

RAID コン 
卜□ーラ 
専用 

Full 

Height 

Low 

Profile 

PCI ポードタイプ * 1 

X8 ソケット 

x 16ソケット 

X8 ソケット 

搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コン 
卜□ーラ 
専用 

175mm 

以下 

167.6 
mm 以下 
(MD2) 

N 8103 -129 

RAID コントローラ 
(256MB, RAID 0/1) 

(力-ド性能： PCI EXPRESS 2.0(x8)) 

〇 

— 

— 

内蔵 HDD/SSD 
接続専用， LSI 社 
製 

増設パッテリ 
[N 8103 -124] 搭載 
可 

増設パッテリは最 
大2個まで搭載可。 
ただし、 3.5 型 
ディスクモデルは 
N8 103- 134/135 
の混在不可。 

N8 103- 130 

RAID コント□ーラ 
(256MB, RAID 0/ 1/5/6) 
(力-ド性能： PCI EXPRESS 2.0 

〇 

— 

— 

N 8103 -134 

RAID コント□ーラ 
(512MB, RAID 0/ 1/5/6) 
(力-ド性能： PCI EXPRESS 2.0 

〇 

- 

- 

内蔵 HDD 接続専 
用， Promise 社 
製 

増設パッテリは 
下記を搭載可 
[N 8103 -136] 

(2.5 型ディスク 
モデル） 

[N 8103 -137] 

(3.5 型ディスク 
モデル） 

N8 103- 135 

RAID コント□ーラ 
(512MB, RAID 0/ 1/5/6) 
(力-ド性能： PCI EXPRESS 2.0_ 

— 

〇 

〇 

外付デバイス装 
置との接続専用， 
Promise 社製 

N8 103- 107 

SCSI コント□—ラ 

(カード性能： PCI EXPRESS(xD) 

— 

〇 

〇 

外付デノ Xイス装置との接続専用 

N 8103 -104A 

SAS コントローラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

— 

〇 

〇 

N 8103 -142 

SAS コントローラ 
(力—ド性能： PCI EXPRESS 2.0 

— 

〇 

〇 

N 8190 -127 

Fibre Channel コントローラ 
(4Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

— 

〇 

〇 

外付 Fibre Channel 接続用 

N8190-131 

Fibre ChanneDV 卜□ーラ 
(2ch)(4Gbps/Optical) 

(カード性能： PCIEXPRESS(x4)) 

— 

〇 

〇 

N8 190- 153 

Fibre Channel コントローラ 
(8Gbps/0ptical) 

(力-ド性能： PCI EXPRESS 2.0 

— 

〇 

〇: 

N 8190 -154 

Fibre Channel コント□—ラ 
(2ch)(8Gbps/Optical) 

(力-ド性能： PCI EXPRESS 2.0_ 

— 

〇 

〇 
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型名 

製品名 

スロット番号 

PCIe 2.0 
#0A 

PCIe2.0 

#1B 

PCIe2.0 

#1C 

備考 

PCI ス□ット性能* 1 

X 4 レーン 

x 16 レ-ン 

X 8 レーン 

転送帯域 (1 レ-ンあたり） 

5Gb/s 

ス□ッ ト サイズ 

RAID コン 
卜□ーラ 
専用 

Full 

Height 

Low 

Profile 

PCI ポードタイプ* 1 

X8 ソケット 

x 16ソケット 

X8 ソケット 

搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コン 
トローラ 
専用 

175mm 

以下 

167.6 
mm 以下 
(MD2) 

N 8104 -126 

1000 BASE - T 接続力-ド 
(力—ド性能 : PCI EXPRESS ( xl )) 

— 

0 

〇 

LAN 増設用 

N 81 04- 126との Teaming ( AFT / SFT / ALB ) および 
巳〇 nding を:一 卜 

10 BASE - T は未サボート 

N 8104-121 

1000 BASE - T 接続力ード (2 ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4}} 

— 

〇 

- 

LA(\j 土用 

標準ネットワークおよび N 8104 -121/122 との 
Teaming ( AFT / SFT / ALB ) および Bonding をサボート 
10 BASE - T は未サボート 

N 8104 -122 

1000 BASE - T 接続力ード (2 ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

— 

- 

〇 

N 8104 -125 A 

1000 BASE - T 接続力ード (4 ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

— 

〇 

〇 

L A N 增5用 

標準ネットワークおよび N 8104 -125 A との 
Teaming ( AFT / SFT / ALB ) および Bonding をサボート 
10 BASE - T は未サポート 
ブーツ付き LAN ケーブル使用不可 

N 8104-123 A 

10 GBASE - SR 接続力ード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

— 

〇 

〇 

LAN 増設用 

Teaming 、 Bo 门 ding 便用不可 

N 8104 -128/1 31との混在不可 

N 8104 -128 

10 GBASE 接続基本ポ-ド ( SFP +/2 ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8)) 

— 

〇 

〇 

LAN 増設用 

SFP + モジュール[ N 81 04- 1 29] は必要に応じて手配必要 
Teaming ( AFT / SFT / ALB 相当機能)、 Bonding 可 0 
サボート〇 S / 構成については、 「 Teaming , Bonding 
について」を参照％ 

N 8104 -123 A との混在不可 

RHEL 6.0 は最大1枚まで搭載可能 

N 8104-131 

10 G コンパージドネットワークアダプタ 
( SFP +/2 ch ) 

(カード性能 ： PCI EXPRESS 2._ 

— 

〇 

〇 

DCB / FCoE 増設用 

SFP + モジュールは、本体に添付済み FC のパス冗長は、 
StoragePathSavior にてサホート 

LAN として使用は1システムに1ポートのみ 

N 8 104-123 A との混在は不可 

N 81 17-01 

増設 RS -232 C コネクタ 

— 

— 

〇 

シリアル ( RS -232 C ) ポート A 増設用 


拳標準搭載 一 搭載不可 〇 搭載可能 


* 1 レーン：転送性能 （ 転送帯域）を示す。 

く例 〉 PCI EXPRESS の場合 

1レーン =2.5 Gbps ( 片方向）、4レーン =10 Gbps ( 片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーン =5 Gbps ( 片方向）、4レーン =20 Gbps ( 片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

<例> x 4 ソケットニ xl カード、 x 4 カードは搭載可能。 X 8 カードは搭載不可。 

Teaming , Bonding について 

• 標準ネットワーク （ オンボード同士） 

Teaming , Bonding 可 （ WS 2003 R 2/2008/2008 R 2, RHEL 5.4/5.5/6.0) 

• 標準ネットワークと N 8104 -121/122/125 A 

Teaming , Bonding 可 （ WS 2003 R 2/2008/2008 R 2, RHEL 5.4/5.5/6.0) 

• N 8104 -128 

WS 2008 /2008 R 2 および RHEL 5.4( x 64)/5.5( x 64) は同一型名同士および同ーボード内での Teaming , Bonding 
をサポート [1 チームあたり2ポート、1システムあたり2チームまで] 

RHEL 5.4( x 86)/5.5( x 86) は同ーボード内での Bonding をサボート [1 システムあたり1チームまで]。 Web か 
ら最新モジュールの夕'ウン□ー ドが必要。 

_ Express サーバでは 、 Teaming は AFT / SFT / ALB 相当機能をサボート。 Bonding は Balance - rr / active - ackup / 
Balance - xo 「/ b 「 oadcast / balance - tlb / balance - alb モードでの動作検証を実施。 Bonding は複数のネットワークイン 
ターフェースを仮想的な単一のネットワークインターフェースとして扱い、負荷分散や耐障害性機能を提供します。 

※標準ライザーカードとオプションライザーカード( N 81 16-23) は排他利用 
※搭載可能なボードの奥行きサイズ 

Fullheight の場合： 175 mm まで(ショートサイズ） 

LowProfile の場合：1 67.6 mm まで ( MD 2) 

※各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 
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オプションライザーカード N 81 16-23 


型名 

製品名 

ス □ッ ト番号 

PCIe2.0 

#0A 

PCI-X 

#1B 

PCIe2.0 

#1C 

備考 

PCI ス□ット性能* 1 

X 4 レーン 

xl 6 レーン 

X 8 レーン 

転送帯域 （1 レ-ンあたり） 

5Gb/s 

64bit/ 

133MHz 

5Gb/s 

ス□ットサイズ 

RAID コン 
卜□ーラ 
専用 

Full 

Height 

Low 

Profile 

PCI ポードタイプ* 1 

X 8 ソケット 

3.3 v 

x 8 ソケット 

搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コン 
卜□ーラ 
専用 

175mm 

以下 

167.6 mm 
以下 
(MD2) 

N 8103 -129 

RAID コント□—ラ 
(256 MB，RAID 0/1) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.) 

〇 

— 

— 

内蔵 HDD/SSD 
接続専用， LSI 社 
製 

増設パッテリ 
[ N 8103 -124] 搭載 
可 

増設パッテリは最 
大2個まで搭載可。 
ただし、 3.5 型 
ディスクモデルは 
N 8 103- 134/135 
の混在不可。 

N 8103 -13 〇 

RAID コント ローラ 
(256 MB , RAID 0/ 1/5/6) 

(力—ド性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8| 

〇 

— 

— 

N 8103 -134 

RAID コント□—ラ 
(512 MB , RAID 0/ 1/5/6) 
(力-ド性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8)) 

0 

— 

— 

内蔵 HDD 接続専 
用， Promise 社製 

増設パッテリは 
下記を搭載可 
[ N 8103 -136] 

(2.5 型ディスク 
モデル） 

[ N 8103 -137] 

(3.5 型ディスク 
モデル） 

N 8 103- 135 

RAID コント□—ラ 
(512 MB , RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 81) 

— 

— 

〇 

外付デバイス装 
置との接続専用， 
Promise 社製 

N 8 103- 107 

SCSI コント ローラ 

(力ード性能 : PCI EXPRESS ( xl )) 

— 

— 

〇 

外付デノ X イス装置との接続専用 

N 8103 -104 A 

SAS コント ローラ 

(力ード性能 : PCI EXPRESS ( x 8)) 

— 

— 

〇 

N 8103 -142 

SAS コン トローラ 
(力—ド性能 ： PCI EXPRESS 2.0 

— 

— 

〇 

N 8190 -127 

Fibre Channel コント□—ラ 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

— 

〇 

外付 Fibre Channel 接続用 

N 8190-131 

Fibre Channel コン ト□—ラ 
(2 ch )(4 Gbps / Optical ) 

(力-ド性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)). 

— 

— 

0 

N 8190 -153 

Fibre Channel コント□—ラ 
(8 Gbps / Optical ) 

(力—ド性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8 J | 

— 

— 

〇 

N 8 190- 154 

Fibre Channel コン ト□ーラ 
(2 ch )(8 Gbps / Optical ) 

(力-ド性能 ： PCI EXPRESS 2.0 

— 

— 

〇 

N 8104 -119 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

— 

〇 

— 

LAN 増設用 

N 8 104- 120 

1000 BASE - T 接続ボード 
(2 ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

— 

〇 

— 

N 8104 -126 

1000 BASE - T 接続力ード 
(力ード性能 : PCI EXPRESS ( xl )) 

— 

— 

〇 

LAN 増設用 

N 81 04- 126との Teaming ( AFT / SFT / ALB ) および 
巳〇 nding 吾 it # 一 卜 

10 BASE - T は未サボート 

N 8104 -122 

1000 BASE - T 接続力ード 
(2 ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

— 

— 

〇 

標準ネットワークおよび N 8104 -121/122 との 
Teaming ( AFT / SFT / ALB ) および Bonding をサボート 
10 BASE - T は未サポート 

N 8104 -125 A 

1000 BASE - T 接続力ード 
(4 ch ) 

(力-ド性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

— 

— 

〇 

標準ネットワークおよび N 8104 -125 A との 
Teaming ( AFT / SFT / ALB ) および Bonding をサボート 
10 BASE - T は未サポート 
ブーツ付き LAN ケーブル使用不可 

N 8104 -11 2との混在不可 

N 8104-112 

1000 BASE - SX 接続力ード 
(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

— 

〇 

- 

N 8 104-1 26/122/125 A との混在不可 

N 8104-123 A 

10 GBASE - SR 接続力ード 
(力ード性能 : PCI EXPRESS ( x 8)) 

— 

— 

〇 

LAN 増設用 

Teaming , Bondingj ^ ffl^qJ 
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型名 

製品名 

スロット番号 

PCIe 2.0 
#0 A 

PCI-X 

#1 B 

PCIe 2.0 

#1 C 

備考 

PCI ス□ット性能* 1 

X 4 レーン 

xl 6レ-ン 

X 8 レーン 

転送帯域 (1 レ-ンあたり） 

5 Gb/s 

64 bit / 

133 MHz 

5 Gb/s 

ス□ッ ト サイズ 

RAID コン 
ト ローラ 
専用 

Full 

Height 

Low 

Profile 

PCI ポードタイプ* 1 

x 8 ソケット 

3.3 v 

x 8 ソケット 

搭載可能なボード 
サイズ 

RAID コン 
卜□ーラ 
専用 

175 mm 

以下 

167.6 mm 
以下 
( MD 2) 

N 8104 -128 

10 GBASE 接続基本ボード 
( SFP +/2 ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8))： 

— 

— 

〇 

L A N 增巧用 

SFP + モジュール[ N 81 04- 1 29] は必要に応じて手配必 
要 

Teaming ( AFT / SFT / ALB 相当機能)、 Bonding 可 0 
サボート〇 S / 構成については、 「 Teaming , Bonding 
について」を参照7 

RHEL 6.0 は最大1枚まで搭載可能 

N 8104-131 

10 G コンパージドネツトワー 

クアダプタ 

( SFP +/2 ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8)) 

— 

— 

O 

DCB / FCoE 増設用 

SFP + モジュールは、本体に添付済み 

FC のパス冗長は、 StoragePathSavior にてサポート 
LAN として使用は1システムに1ポートのみ 

N 81 17-01 

増設 RS -232 C コネクタ 

— 


O 

シリアル ( RS -232 C ) ポート A 増設用 


• 標準搭載 一搭載不可 〇 搭載可能 


* 1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

<例> PCI Express の場合 

1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーンニ lOGbps (片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーン =5 Gbps (片方向）、4レーン =20 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

<例> X 4 ソケット = x 1 カード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 

^ ^ Teaming , Bonding について 

• 標準ネットワーク （ オンボード同士） 

Teaming , Bonding 可 （ WS 2003 R 2/2008/2008 R 2, RHEL 5.4/5.5/6.0) 

• 標準ネットワークと N 8104-121/122/125 A 

Teaming , Bonding 可 ( WS 2003 R 2/2008/2008 R 2, RHEL 5.4/5.5/6.0) 

. N 8104 -128 

WS 2008 /2008 R 2 および RHEL 5.4( x 64)/5.5( x 64) 

_ Express サーバでは、 Teaming は AFT / SFT/ALB 相当機能をサボート。 Bonding は Balance -「「/ active - ackup / 
Balance - xo 「/ b 「 oadcast / balance - tlb / balance-alb モードでの動作検証を実施。 Bonding は複数のネットワークイン 
夕ーフェースを仮想的な単一のネットワークインターフェースとして扱い、負荷分散や耐障害性機能を提供します。 

※標準ライザーカードとオプションライザーカード N 81 16-23 は排他利用。 

※搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合： 175 mm まで（ショートサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 

※各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□ットよりも PCI カードの動作性能のぼラが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


















250 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに pci ボードを取り付けます。 


_"〇 フルハイト用ライザーカードにはポードを保護するための「インシユレータ 
Bta (黒色)」が取り付けられています。本書の図では、わかりやすくするためにイ 
ンシュレータを省いています。インシュレータは取り外さず、ていねいに扱つ 
てください。 


^ • それぞれのライザーカードがサポートするボードタイプ（ロープ□ファ 

II エック| イルがフルハイトタイプ）と取り付ける pci ボードのタイプを確認して 

ください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカー 
ドにあるコネクタの形状が合っていることを確認してください。 


1 

2 

3 

4 

5 


203ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （203 ぺージ参照)。 
トップカバーを取り外す （222 ぺージ参照)。 


ライザーカードを固定しているネジを外す 


ライザーカードを取り外す。 



他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 
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6. ライザーカードからネジを外し、増設ス□ットカバーを取り外す。 


増設ス□ットカパー 



增設ス□ット カバー 



取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてくださし、。 


7. ライザーカードに PCI ポードを取り付ける。 

ライザーカードのス□ット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し込み 
ます。 


pci ボードのソケットの端が、ライザー 
カー ドの フレーム 穴に差し込まれる 



• ライザーカードや PCI ポードの端子部分には触れないでください。汚れ 
や油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外して 
から取り付け直してください。ポードに過度の力を加えると PCI ポード 
やライザーカードを破損するおそれがありますので注意してください。 


^ • PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し込 

g ェック I まれていることを確認してください。 

• PCI ボードの種類によっては、 PCI ボードの端子部分がコネクタがらはみ 
出す場合があります。 














252 内蔵オプシヨンの取リ付け 


8. PCI ポードを手順5で外したネジで固定する。 



ptO ライザーカードの端子部分に汚れや油などが付着しないようにするためです。 
汚れや油が付着したまま取り付けると誤作動の原因となります。 



本体の マ ザーポード上の コ ネクタと接続するケーブルが取り付けるポードに 
ある場合は、ライザーカードを本体に取り付ける前にボードへ接続しておいて 
ください0 


9. ライザーカードをマザ_ポ_ドの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 


10. ライザーカードをネジで固定す 
る 0 



^ 差し込む際にライザーカードのフレーム部にある、筐体と固定するためのツ 
メが筐体背面の穴に正しく勘合していることを確認してください。差し込ん 
だ後、ライザーカードの端子部分が完全に見えなくなるまで指で押して確実 
に接続させます。 

ライザーカードでマザーボード上の部品を破損しないよう注意してください。 


11. 取り外した部品を取り付ける。 

12. 本装置の電源を ON にして POST の画面でポードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については379ページを参照してください。 
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13. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーションユーティリティを 
起動してポードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照してください。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボード （ RAID コント□—ラや SCSI コント□—ラ、 LAN ボードなど）を増設 
した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されます。 BIOS セットアップユー 
ティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください （308 ペー 
ジ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください (308 
ページ参照)。 


RAID コント□ーラの取り付け 

RAID コント□ーラ用ス□ットにオプションの RAID コントローラを取り付ける手順について 
説明します。 


2.5 型ディスクモデルの場合 

1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ぺージ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （222 ページ参照)。 

4. ライザーカードを固定しているネジを外す 

5. ライザーカードを取り外す。 


他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 









254 内蔵オプシヨンの取リ付け 


6. ブラケットのネジ （2 ヶ所）を外 
し、ブラケットを取り外す。 


7. RAID コント□ーラの PCI ブラケツ 
卜を取り外す。 


8. 本装置から取り外したブラケットに 
RAID コント□ーラを取り付ける。 

ネジは PCI ブラケットを固定してい 
たネジを使用してください。 




10. 取り外した部品を取り付ける。 


ネジ 
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3.5 型ディスクモデルの場合 


1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （222 ページ参照)。 

4. ライザーカードを固定しているネジを外す 




7. RAID コント□—ラの PCI ブラケッ 
卜を取り外す。 















































256 内蔵オプションの取り付け 


8 . 


9. 


本装置から取り外したブラケットに 
RAID コント□—ラを取り付ける。 

ネジは PCI ブラケットを固定してい 
たネジを使用してください。 


本装置に RAID コント□ーラを取り 
付け、ブラケットを固定していたネ 
ジで固定する。 



ネジ 


10. 右図を参照してケーブルのルーティ 
ングを変更し、 RAID コント□—ラ 
へ接続する。 

ケーブルのルーティングを①から② 
へ変更します。 


11. 取り外した部品を取り付ける。 



RAID コント□ーラの取り外し 


RAID コント□ーラの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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RAID コント□—ラ用増設バッテリの取り付け 

RAID コントローラ用増設バッテリの取り付け手順について説明します。 


2.5 型ディスクモデルの場合 


1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ぺージ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （222 ページ参照)。 



5. RAID コント□—ラに接続されているケーブルを取り外す。 


6. RAID コント□ーラを固定している 
ネジを外し、 RAID コント□ーラを 
取り外す。 



ネジ 


7. 増設バッテリに添付されているコネ 
クタポードを RAID コント□ーラに 
取り付ける。 

ネジは増設バッテリに添付されてい 
るネジを使用してください。 


コネクタボード 



ネジ 


8. RAID コント□—ラを本装置に固定する。 




































258 内蔵オプシヨンの取リ付け 



11. ケーブルを増設バッテリに接続す 
る 0 

右図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 

<コネクタの向き> コネクタと 
ケーブルのマーキングを合わせて接 
続してください。 





















































































































ノ、ー ドウエア編 259 


12. バッテリブラケットに増設バッテリ 
をネジ （3 ヶ所）で固定する。 

ネジは増設バッテリに添付のネジを 
使用してください。 



破線部分は2つめの増設バッテリの搭載位置 


13. バッテリブラケットを本体装置にネ 
ジ （3 ケ所）で固定し、フアンの 
ケーブルを接続する。 




14.下図を参照して、ケーブルをルーティングする。 
• 標準 RAID コント□—ラに増設する場合 





















































































































260 内蔵オプシヨンの取り付け 


15. RAID コント□—ラに実装したコネ 
クタボードにケーブルを接続する。 

右図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 



16. 取り外した部品を取り付ける。 
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3.5 型ディスクモデルの場合 


• N 8103-129/130の場合 

1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ページ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （222 ページ参照)。 



5. RAID コント□ーラに接続されているケーブルを取り外す。 


6. RAID コント□—ラを固定している 
ネジを外し、 RAID コント□—ラを 
取り外す。 



ネジ 


7. 増設バッテリに添付されているコネ 
クタポードを RAID コント□—ラに 
取り付ける。 


コネクタボード 



ネジ 


8. RAID コント□ーラを本装置に固定する。 






































262 内蔵オプシヨンの取り付け 



11. ケーブルを増設バッテリに接続す 
る 0 


右図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 


<コネクタの向き> コネクタと 
ケーブルのマーキングを合わせて接 
続してください。 
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12. バッテリのケーブルをバッテリブラ 
ケットの穴に通して、バッテリを 
バッテリブラケットに取り付ける。 



13. 基板にケーブルを接続し、増設バッ 
テリに添付のネジで基板を固定す 
る 0 



14. 増設バッテリを搭載したバッテリブ 
ラケットを装置にネジで固定する。 



ネジ 














































264 内蔵オプシヨンの取り付け 



16. RAID コント□—ラに実装したコネ 
クタポードにケーブルを接続する。 

右図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 



17. 取り外した部品を取り付ける。 

RAID コント□—ラ用増設バッテリの取り外し 


RAID コント□ーラ用増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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内蔵の八_ドディスクドライブを RA 旧システムにする場合 


本体前面にあるハードディスクドライブベイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 


• RAID システム構成に変更する場合や、 RA 旧レベルを変更する場合は、 
八ードディスクドライブを初期化します。 RA 旧システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップ 
を別のハードディスクドライブにとってからポードの取り付けや RA 旧 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ仕様（同一容量、同一 
回転数、同一規格）の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コン ト ロー ラの特徴を理解し、目的にあった RAID コン ト ロー ラを 
使用してください。 

• RAIDO 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築には、オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 
の機能を利用する方法の他にオプションの RAID コント□—ラ（ N 8 103- 129/130/ 134) を利用 
する方法があります。 


RA 旧システム構築時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないでくだ 
BM さぃ。 








266 内蔵オプションの取り付け 


オンポードの RAID コント□ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™') を利用する場合 

マザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更すると、内蔵ハード 
ディスクドライブを RAID システムのハードディスクドライブとして認識させることができま 
す。ジャンパの位置と設定は下図のとおりです。 



出荷時の設定では、 RAID システムが無効に設定されています。 


前面側 






I^Tl 

IC<=3|I 

口 ◎ 

震 



匚 


背面側 





マザーボード 


3 21 

3 21 

|0EZ3| 

|mo| 

RAID 構成 
無効 

RAID 構成 
有効 


RAID コンフィグレーション 
ジャンパ 


ジャンパの設定を変更した6 、 BIOS SETUP ユーティリティで内蔵ハードディスクドライブ 
を RAID システムのハードディスクドライブとして認識させます。 

「 Advanced」—「SATA Configuration 」一 「SATA Mode 」 が 「RAID Mode 」 と表示されて 
いることを確認してください。 

詳しくは「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （274 ベージ）を参照してください。 

設定を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAD システムを構築します。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （314 ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シー厶レスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
ティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 
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オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) を利用する場合 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) を取り付けた本装置で、内蔵の 
ハードディスクドライブを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上のハードディス 
クドライブインタフェースケーブルの接続先を変更します。 

出荷時の内蔵ハードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA HDD コ 
ネクタに接続されています。 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) に添付の説明書を 
参照してください。 


胃^ オプションの RAID コント□ーラは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの 
金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから RAID コント□一 
ラを取り扱ってください。また 、 RAID コント□ーラの端子部分や部品を素手 
で触ったり 、 RAID コント□ーラを直接机の上に置いたりしないでくださし、。 
静電気に関する説明は202ページで詳しく説明しています。 


オプションの RAID コントローラを取り付ける場合は、 BIOS SETUP ユーティ 
g エックI リテイの 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」一「PCISlot xxR0M(xx 
は PCI スロット番号)」のパラメータが 「Enabled」 になっていることを確認し 
てください。 


取り付け 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) の取り付けは 「 PCI ボード」を参 
照してください。 


• Low Profile (□ープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ポード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 

• 本装置には RA 旧コント□ーラなどにあるディスクアクセスを表示させ 
るための LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

• フルハイトタイプのライザーカードに RA 旧コント□ーラを接続し、内 
蔵のハードディスクドライブを RAID システムに変える場合は、ライ 
ザーカードをマザーポードに接続する前にケーブルを接続します。 

• RA 旧コント□ーラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユーティリティの 
Boot メニューにおける優先順位を8番目以内に設定してください。設定 
が9番目以降となっている場合、 RAID コント□ーラのコンフィグレー 
シヨンメニューを起動することができません。 


取り外し 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) の取り外しは、取り付けの逆の手 
順を行ってください。 
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RAID システム構築時の注意事項 

RAID システムを構築するときは、次の点について注意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度のハードディスクドライブどちらかを、構築したい RAID レべ 
ルの最小必要台数以上を搭載していること （ RAID の構成によってディスクの最小必要 
台数は異なります)。 

• 論理ドライブ、は、 RAIDO 、 RAID 1、 RAID 5、 RAID 6、 RADIO 、 RAID 5 〇のし、ずれかの 
RAID レベルを選択、設定します。 

内蔵のハードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から〇 S のインストール、セットアップまで行うことをお勧 
めします。 

システムをインス I -ールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインストーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を〇 N にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構成についての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （314 ページ）や、才 
プシヨンの RAID コント□—ラ ( N 8103 -129/130/134) に添付の説明書を参照してください。 


wrO RAID システム構築時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないでくだ 

さぃ。 
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光ディスクドライブ 


オプションの光ディスクドライブを取り付ける手順について説明します。 

wO 弊社で指定していない光ディスクドライブを取り付けないでください。 


2.5 型ディスクモデル 



光ディスクドライブベイ 


3.5 型ディスクモデル 



光ディスクドライブベイ 




圍圍 ggg 8 ◎◎ □□□[ 


IlDDDDD 


□□□ 

□□□ 

□□□ 

□□□ 


□□□ 

□□□ 

□□□ 

□□□ 


□□□ 

□□□ 

□□□ 

□□□ 




取り付け 

次の手順に従って光ディスクドライブを取り付けます。 


2.5 型ディスクモデルの場合 

1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ぺージ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （222 ページ参照)。 
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手ネジ 


4. 光ディスクドライフのケーフル固定 
ブラケットの両端をつまみながら、 
ケーブルを取り外す。 

5. 手ネジを緩めて、光ディスクドライ 
ブブラケットを矢印の方向へ引き抜 
ぐ 


6. 光ディスクドライブを固定している 
ネジ （3 ケ所）を外し、ダミーカ 
バーを取り外す。 



ネジ 



7. 光ディスクドライブブラケットを矢 
印の方向へ取り外す。 


② 


❿0 

1 ¢ 


r? 


光ディスクドライブ 
ブラケツト ( A ) 


光ディスクドライブ 
ブラケット ( B ) 



□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
〇 □□□□ 
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8 . 


オプションの内蔵 DVD 
SuperMULTI ドライブのネジ穴を 
光ディスクドライブブラケット 
( A ) のツメにあわせて取り付ける。 


ツメ 



9. 光ディスクドライブブラケット 
( B ) を固定していたネジ （3 ケ所) 
を使用して取り付ける。 




10. オプションの内蔵 DVD 

SuperMULTI ドライブを取り付け 
た光ディスクドライブブラケットを 
本装置に取り付け、手ネジを締めて 
固定する。 
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11. SATA ケーブルをオプションの内蔵 
DVD SuperMULTI ドライブに接 
続し、ケーブル固定ブラケットで 
SATA ケーブルを固定する。 


ケープル固定ブラケット 



SATA ケーブル 


12. 取り外した部品を取り付ける。 


3.5 型ディスクモデルの場合 

1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ページ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す （222 ページ参照)。 

4. 光ディスクドライブのケープ J レ固定 ケープル固定ブラケット 
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6 . 


7. 


光ディスクドライブを矢印の方向に 
スライドさせて取り外す。 


オプションの内蔵 DVD 
SuperMULTI ドライブを装置前面 
から挿入し、オプションの内蔵 
DVD SuperMULTI ドライブのネ 
ジ穴に本装置のツメをはめ込む。 

装置前面からオプションの内蔵 
DVD SuperMULTI ドライブを入れ、 
内蔵 DVD SuperMULTI ドライブの 
ネジ穴と本装置のツメの位置を合わ 
せて、左にスライドさせてください。 



8. 光ディスクドライブブラケットで才 
プシヨンの内蔵 DVD 
SuperMULTI ドライブを固定し、 
ネジを取り付ける。 

装置前面から見て右側にスライドさ 
せてください。 

9. SATA ケーブルをオプシヨンの内蔵 
DVD SuperMULTI ドライブに接 
続し、ケーブル固定ブラケットで 
SATA ケーブルを固定する。 


ケーブル固定ブラケッ 



ネジ 


光ディスクドライブブラケッ I 


10. 取り外した部品を取り付ける。 
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システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 

SETUP はハードウェアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定されている内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほと 
んどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合な 
ど必要に応じて使用してください。 



• ETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってくだ 
さい0 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「Administrator」 と 「User」 の2つのレベルがあります。 
「Administrator」 レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、す 
ベての項目の変更ができます。 「Administrator」 のパスワードが設定 
されている場合、 「User」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更で 
きる項目が限られます。 

• 0S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Save & Exit メニューまたはく Esc〉、 く F4> キーで必ず終了 
してください。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行っ 
た場合には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 
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本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 ロゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to boot from Network 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


— Enter Password ― 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFR こしてください。 



パスワードには、 「 Administrator 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Administrator 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それら 
を変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更で 
きる設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが, 
めることを示す 


設定項目 


■ Server^^B 


t: 


Additional setup menus to view 



server management features 、 

► BMC LAN Configuration 

► Event Log Connguration 



Assert NMI on PERR 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR 

[Enabled] 


FRB-2 Policy 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy 

[Retry 3times] 


^ Thermal Sensor 

[Enabled] 


Check previous System Config 

[Disabled] 


BMC IRQ 

[IRQ11] 


POST Error Pause 

Memory Error 

[Enabled] 

[Boot] 


Power Switch Inhibit 

[Disabled] 


AC-LINK 

[Last State] 


Power ON Delay Time 

20 


Platform Event Filtering 

[Disabled] 


CLI SETUP 

[Disabled] 

A 

FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 


. ヘルプ 
ウインドウ 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 


自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソルキー （ t 、I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ 力ーソルキー（―、 一) 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot、Save & Exit などのメニューを選択 
します。 

n く 一 〉キー / く十〉キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> 干一 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 

n < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします0 


日付 • 時刻関連 


rMain」—「System Date」、「System Time 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」—「 AC - LINK 」—「 Power 〇 n 」 

- POWER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「 Server 」—「 AC - LINK」—「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot」—「Boot Option Priorities 」 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Boot」—「Quiet Boot 」—「 Disabled 」 

「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムカ 、 b : 「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Cormguration 」 

一 rWake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のフ 7 ラームカ、ら： I 7\ dva 门 ced 」 一 「Advanced Chipset Configuration 」 

— 「Wake on RTC Alarm 」—「 Enabled 」 


HW コンソール端末から制御する 

「 Advanced」—「Serial Port Configuration 」— それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （DIMM) の状態を確認する 

「 Advanced」—「Memory Configuration 」—「 CPU 1/2 _DIMMn Status 」— 表示を確 
認する ( n : 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



メモリ （DIMM) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest 」—「 Yes 」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 「Processor Configuration」—「Processor Imformatiord 表示を石隹言忍する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のよラに対応 
しています。 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Boot」—「Bootup Numlock State」—f On j (有効）/ 「 Off 」 (無効:初期値) 


ィベント□グ関連 


イベントログをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 fClear All Event Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Administrator Password」 —パスワードを入力する 

管理者パスワード （Administrator）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します 


外付けデバイス関連 


I/O ポー トに対する設定をする 

「Advanced」—「Serial Port Configuration」— それぞれの l /〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「 Advanced 」— 「pci Configuration」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

RAID コント□ーラポードを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM:」—「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存して SETUP を終了する 

「Exit] —「Save Changes and Exit」 

変更した BIOS の設定を破棄して SETUP を終了する 

「Exit」 一 「Discard Changes and Exit」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」—「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 
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SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー（-280ページ） 

• Advanced メニュー（-^283ページ） 

• Security メニュー（-^295ページ） 

• Server メニュー（-^299ページ） 

• Boot メニュー（—308ページ） 

• Save & Exit メニュー （—309 ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
します。 

Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。 



BIOS Information 
BIOS Version 
Bui Id Date 
Access Level 


4. 6. XXXX 
01/27/2010 
Administrator 


Select the display Language 
for system setup. 


Memory Information 

Total Memory 



[Thu 01/15/2009 ： 
[20:33:57] 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Information 

— 

— 

BIOS Version 

— 

BIOS のバージョンを表示しま 
す。（表示のみ） 

Build Date 

MM/DD/YYYY 

BIOS のビルドの日付を表示しま 
す。（表示のみ） 

Access Level 

[Administrator] 

現在 SETUP メニューに 


User 

Administrator/User のどちらで 
アクセスしているかを表示しま 
す。（表示のみ） 

Password が設定されていない 
場合は [Administrator ] と表示さ 
れます。 

Memory Information 

— 

— 

Total Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 
( 表示のみ） 

System Language 

[English] 

SETUP で表示する言語を選択し 


Frangais 

ます。 


Deutsch 

「BIOS Redirection Port 」 が有 


Espanol 

効にされている状態で SETUP を 


Italian 。 

起動した場合 、 System 

Language の設定は強制的に英 
語表示になります。またその状 
態で ^: System La 门 guage の設定 
を変更することはできません。 
再び 「BIOS Redirection Port 」 

を無効に設定すれば次回の 

SETUP 起動時に既存の設定した 
値で表示され、設定を変更する 
ことができます。 

System Date 

WWW MM/DD/YYYY 

日付を設定します。 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0°C 〜 35°C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニュー（ここでは全てのメニュー）は、選択後く Ente「> キー 
を押してサブメニューを表示させてから設定します。 



Processor Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Processor Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


■ Advanced ■ 


Processor C3 Report 

[ACPI C3] 


EIST 

[Enabled] 


Turbo Boost 

[Enabled] 


Performance/Watt 

[Power Optimized] 


Server Class 

[HPC] 


Execute Disable Bit 

[Enabled] 


VT-x 

[Enabled] 


Active Processor Cores 

[ALL] 


Hyper-Threading 

[Enabled] 

FI : General Help 

F4: Save ESC: Exit 
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項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Inrormation 

— 

— 

Processor C3 Report 

Disabled 

ACPI C2 
[ACPI C3] 

プロセッサの C3 ステートを設定します。 

EIST 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ □ セッサが提供する SpeedStep 
機能の有効 / 無効を設定します。 

本機能をサボートしたプロセッサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサが提供する Turbo 

Boost Technology 機能の有効/無効を設定 
します。 

Performance/Watt 

Traditional 
[Power Optimized] 

Turbo Boost 機能の最適化を設定します。 

Server Class 

Enterprise 

[HPC] 

Custom 

プロセッサの性能に関する設定をします。 
Enterprise —省電力で使用する時に設定しま 
す 0 

HPC — 高性能で使用するときに設定します。 
Custom— 個別設定を行う時に設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

ハードウェアのプリフェッチャの有効/無 
効を設定します。 

「Server Class 」 メニューを “Custom” に 
設定すると表示され設定可能になります。 

Adjacent Cache Line 

Prefech 

Disabled 

[Enabled] 

メモリからキャッシュへのアクセスの最適 
化の有効 / 無効を設定します。 

「Server Class 」 メニューを “Custom” に 
設定すると表示され設定可能になります 

LI Data Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

L 1 データのプリフェッチャの有効/無効を 
設定します。 

「Server Class 」 メニューを “Custom” に 
設定すると表示され設定可能になります 

Data Reuse Optimization 

Disabled 

[Enabled] 

データ再利用の最適化の有効/無効を設定 
します。 

「Server Class 」 メニューを “Custom” に 
設定すると表示され設定可能になります 

Execute Disabled Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

VT-x 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサが提供する「仮想化技 
術」の機能の有効 / 無効を設定します。 

Active Processor Cores 

[All] 

1 

2 

3 

4 

5 

プロセッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。搭載するプロセッサによって選択でき 
る Core 数は変わります。 

Hyper-Threading 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU として見せ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプロセッサが搭載された場合にのみ表示 
され、設定できます。 


[]: 出荷時の設定 
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Processor Informatio 门サブメニュー 


I Advanced I 


Processor 1 CPUID 

106a4 




Processor Type 

Intel CR) Xeon(R) 

CPU 



Processor Speed 

2261 MHz 




Processor Cores 

Quad 




L2 Cache RAM 

1024 KB 




L3 Cache RAM 

9192 KB 




Microcode Revision 

xxxx xxxx 




EMT64 

Supported 




Hyper-Threading 

Supported 




Processor 2 CPUID 

106a4 




Processor Type 

Intel CR) Xeon(R) 

CPU 



Processor Speed 

2261 MHz 




Processor Cores 

Quad 




L2 Cache RAM 

1024 KB 




L3 Cache RAM 

9192 KB 




Microcode Revision 

xxxx xxxx 




EMT64 

Supported 




Hyper-Threading 

Supported 





Not Installed 


FI: 

General Help 




F4: 

Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください（表示のみ）。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor 1 CPUID 

数値 

数値の場合はプロセッサ 1 の ID を示します。 


Not Installed 

「Not InstalledJ は取り付けられていないこ 
とを示し示す。 

Processor Type 

— 

プロセッサ1のタイプを表示します。 

Processor Speed 

— 

プロセッサ1のクロック速度を表示します。 

Processor Cores 

— 

プロセッサ1の内部 Core 数を表示します。 

L 2 Cache RAM 


プロセッサ1の二次キャッシュサイズを表示 



します。 

L 3 Cache RAM 


プロセッサ1の三次キャッシュサイズを表示 



します。 

Microcode Revision 


プロセッサ1に適用されているマイク□コー 



ドのレビジョンを表示します。 

EMT 64 

Supported 

プロセッサ1がインテル64アーキテクチャー 
をサボートしているかどうかを表示します。 

Hyper-Threading 

Supported 

プロセッサ1が Hyper - Threading 機能をサ 
ポートしているかどうがを表示します。 

Processor 2 CPUID 

数値 

数値の場合はプロセッサ2の D を示します。 


Not Installed 

fNot InstalledJ は取り付けられていないこ 
とを示し示す0 

Processor Type 


プロセッサ2のタイプを表示します。 

Processor Speed 


プロセッサ2のクロック速度を表示します。 

Processor Cores 


プ□セッサ2の内部 Core 数を表示します。 

L 2 Cache RAM 


プロセッサ2の二次キャッシュサイズを表示 



します。 

L 3 Cache RAM 


プロセッサ2の三次キャッシュサイズを表示 



します。 

Microcode Revision 


プロセッサ2に適用されているマイク□コー 



ドのレビジョンを表示します。 

EMT 64 

Supported 

プロセッサ2がインテル64アーキテクチャー 
をサボートしているかどうかを表示します。 

Hyper-Threading 

Supported 

プ□セッサ2が Hyper - Threading 機能をサ 
ポートしているかどうかを表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと以下の画面 
が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter 〉 キーを押すと 
サブメニューが表示されます。 


■ Advanced ■ 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Memory Information 

— 

— 

Hardware Memory Test 

[ Disabled ] 

Enabled 

メモリ試験を行うかどうかを設定します。 
Enable にすると POST 起動に時間がかかりま 
す0 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「N0」に切り替わります。 

Memory RAS Mode 

[Independent] 

Mirroring 

Lock Step 

Sparing 

メモリの RAS モードを設定します。機能の 
詳細については、「メモリ機能の利用」 （228 
ページ）を参照してください。 

Memory Frequency 

Auto 

800 MHz 

1067 MHz 
[1333 MHz] 

メモリ動作クロックを設定します。 

Memory Voltage 

Normal 

[Low] 

メモリが動作する電圧を設定します。 

Normal を選択すると消費電力が増えますが 
メモリの動作クロックが上がります。 

NUMA 

Disabled 

[Enabled] 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効/ 
無効を設定します。 （2CPU 構成の場合のみ 
表示されます。） 


[]： 出荷時の設定 
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Total Memory 
Available under 4GB 

CPU1_DIMM1 Status 
CPU1_DIMM2 Status 
CPU1_DIMM3 Status 
CPU1_DIMM4 Status 
CPU1_DIMM5 Status 
CPU1_DIMM6 Status 
CPU2_DIMM1 Status 
CPU2_DIMM2 Status 
CPU2_DIMM3 Status 
CPU2_DIMM4 Status 
CPU2_DIMM5 Status 
CPU2_DIMM6 Status 





Memory Information サブメニユ ■ 


項目については次の表を参照してください（表示のみ ） C 


]: 出荷時の設定 


項目 

パラメータ 

説明 

Total Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4 GB 


4 GB 以下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表しま3 〇 

CPU 1 —DIMM 1,6 Status 
CPU 2_ DIMM 1-6 Status 

数値 

Disabled 

Not Present 

Error 

Mirrored 

Lock Step 

Spared 

メモリの現在の状態を表示します。 

数値の場合はメモリが正常であり、そのメ 
モリの容量を示します。 「 Disabled 」 は故障 
していることを 、 「Not Present 」 はメモリ 
が取り付けられていないことを、 「 Error 」 は 
メモリの強制起動を示します。また、 

「Memory RAS Mode 」 の設定が Mirroring / 
Lock Step / Sparing に設定されている場合に 
は、各設定として使用される DIMM は Mir - 
rored/Lock Step / Spared と表示されます〇 
表示と DIMM ソヶットは同じ名称になってい 
ます 


2010 Am 


■p E 
6 ■ ■ 

H C 
S 
L E 


neve 
e a 
G s 
1 : 4 : 
F F 


MB bbbbbbbbbbbb 
2 

52 666666666666 

4913074091 — 
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PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと以下の画面が表 
示されます。 


■ Advanced ■ 




Disables / Enables the 

LAN1 Option ROM Scan 

[PXE Boot] 

onboard し AN controlLer. 

LAN2 Option ROM Scan 

[PXE Boot] 


PCI Slot OA Option ROM 

HEnabLed] 


PCI Slot IB Option ROM 

CEnabLed] 


PCI Slot 1C Option ROM 

CEnabLed] 




F1 : General Help 



F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

Disabled 
[PXE Boot ] 
iSCSI Boot 

オンボード上の LAN 1のブート方法を設定し 
ます。 

LAN 2 Option ROM Scan 

Disabled 
[PXE Boot ] 
iSCSI Boot 

オンボード上の LAN 2のブート方法を設定し 
ます。 

PCI Slot OA Option ROM 

Disabled 

[ Enabled ] 

RAID コント□—ラ専用スロットに搭載され 
ている RAID コント□—ラのオプション ROM 
の展開を有効にするか無効にするか設定しま 
す。 

PCI Slot IB Option ROM 

Disabled 

[ Enabled ] 

フルハイトタイプのライザーカードに接続し 
ている PCI ボード上のオプションの ROM の展 
開を有効にするか無効にするかを設定しま 
す。 

PCI Slot 1 C Option ROM 

Disabled 

[ Enabled ] 

□—プ□ファイルタイプのライザーカードに 
接続している PCI ボード上のオプション ROM 
の展開を有効にするか無効にするかを設定し 
ます。 


[]： 出荷時の設定 


詞_〇 RA 旧コント□ーラや LAN ポード(ネットワークブート )、 Fibre Channel コン 
Bta 卜□ーラで、 os がインス!-ールされたハードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCI スロットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 
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Advanced Chipset Configuration サブメニュー 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと 
以下の画面が表示されます。 



Advanced 


Am 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

HPET 

Disabled 

[ Enabled ] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

VT-d 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルチップセットが提供する rlntel ( R ) 
Virtualization Technology for Directed I / O 」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプロセッサの場合に表示されます。 

I/OAT 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel 1/〇アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

QPI Frequency 

[ Auto ] 

4,800 GT/s 

5,866 GT/s 

6,400 GT/s 

QPI バススピードを設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


W-O Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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SATA Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「SATA Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと以下の画面が 
表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサ 
ブメニューが表示されます。 


■ Advanced ■ 



Hard Disk Pre-Delay 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

SATA Inrormation 

— 

SATA Mode が 「RAID Mode 」 の時は表示 
されません。 

SATA Mode 

[IDE Mode ] 

RAID Mode 

SATA Mode の状態を表示します。（表示の 
み） 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disable ] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて HDD デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 


[]： 出荷時の設定 
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SATA PortO 
SATA Portl 
SATA Port2 
SATA Port3 
SATA Port4 
SATA Port5 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 





SATA Information サブメニュ ■ 


項目については次の表を参照してください（表示のみ）。 


項目 

パラメータ 

説明 

SATA PortO 

SATA Portl 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 


それぞれのチヤネルに接続されているデバ 
イスを表示します。 


2010 Am 


t t t t t t 
nn nnnn 
6 6 6 6 6 6 
s s s s s s 
6 6 6 6 6 6 
r r r r r r 
p p p p p p 
t t t t t t 
NONONONONONO 


[]： 出荷時の設定 
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USB Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「USB Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと以下の画面が 
表示されます。 


■ Advanced ■ 


：) 2010 
Server 




項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

USB 2.0 Support 

Disabled 

[Enabled] 

USB2. ◦ の有効 / 無効を設定します。 

Device Reset Timeout 

10 sec 

USB Mass storage device へ Start Unit コマ 


[20 sec] 

ンドを発行した時のタイムアウトまでの時 


30 sec 

40 sec 

高」 zi 又 ! します 0 


[]： 出荷時の設定 
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Serial Port Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Serial Port Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと以下の画 
面が表示されます。 




Serial Port A Settings 


Configures serial port A using 



options. 

Serial A Base I/O 

[3F8h] 

[Disabled] 

Serial A Interrupt 

[IRQ 4] 

No configuration 
[Enabled] 

Serial Port B Settings 


User configuration. 

Serial Port B 

[Enabled] 


Serial B Base I/O 

[2F8h] 


Serial B Interrupt 

[IRQ 3] 


Console Redirection Settings 



BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A Settings 



Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効 / 無効を設定します。 

Serial A Base I/O 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート A のためのベース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Serial A Interrupt 

[IRQ 4] 

IRQ 3 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B Settings 



Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート B の有効 / 無効を設定します。 

Serial B Base I/O 

3F8h 

[2F8h] 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート B のためのペース 1 /〇アドレ 
スを設定します。 

Serial B Interrupt 

IRQ 4 
[IRQ 3] 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

Console Redirection 

Settings 



BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
ら ESMPRO/ServerManager やハイパー 
ターミナルを使った管理端末がらのダイレ 
クト接続を有効にするか無効にするかを設 
定します。このメニューを有効にすると次 
項がらの接続の設定メニューが表示されま 
す。 

Terminal Type 

[VT100+] 

VT-UTF8 

ANSI 

ターミナル端末の種別を選択します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Baud Rate 

9600 

19200 

57600 

[115200] 

接続する ハー ドウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Data Bits 

7 

[8] 

データの bit 幅を設定します。 

Parity 

[None] 

Even 

Odd 

パリティ bit の設定をします。 

Stop Bits 

[1] 

2 

Stop bit の設定をします。 

Flow Control 

None 

[Hardware RTS/CTS] 
Harrdware RTS/CTS+CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Continue C.R. after POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 


[]: 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択後く Enter 〉 キーを押してサブメニューを表示させてか 
6設定します。 


Password Conn gu rat ion 


Set the Administrator Password 

User Password 


for system setup. 

Security Configuration 

Password On Boot 

[Disabled] 


Disable USB Ports 

[Disabled] 


►Trusted Computing 


FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 


Administrator Password もしくは User Password のどちらかでく Ente 「> キーを押すとパス 
ヮードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


W ™0 • 「User Password 」 は 、 「Administrator Password 」 を設定してい 

ないと設定できません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「Security Chip Configuration 」 
は選択後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Password Configuration 



Administrator Password 

2 〇文字までの英数字 

< Enter >*_ を押すとアドミニストレーター 
のパスワード入力画面になります。 

このパスワードですベての SETUP メニュー 
にアクセスできます。この設定は SETUP を 
起動したときのパスワード入力で 
「 Administrator 」 で□グインしたときのみ設 
定できます。 

User Password 

2◦文字までの英数字 

< Enter >*_ を押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は SETUP を起動したときのパ 
スワードの入力で 「 Administrator 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Security Conriguration 

— 

— 

Password On Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わない 
の設定をします。先にスーパバイザのパス 
ワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 

Trusted Computing 


このサブメニューは 「Administrator 
Password 」 を設定している時に操作できま 
す。 


[]: 出荷時の設定 
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Trusted Computing サブメニュー 


Security メニューで 「 TrustedComputing 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと以下の画面が表 
示されます。 


■ Security H 


TPM Configuration 


: ion 


Current TPM Status Information 

TPM SUPPORT OFF 


InteL(R) TXT Configuration [Disabled] 

TXT Support 

► Setup Notice : 

► When the above "TPM Support", "TPM State" 

►and the following menus are set to [Enabled], 
►"TXT Support" can be set to [Enabled]. 


VT-x 

VT-d 


HEnabLed] 

CEnabLedH 


DisabLes/EnabLes Trusted 
Platform Module support - 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 


ht (C) 2010 Am 


「TPM Support 」 を [ EnaWed ] に設定すると、次の画面が表示されます。 



TPM Configuration 

[Disabled] 

DisabLes/EnabLes Trusted 

TPM State 

Platform Module support. 

Pending TPM operation 

[None] 


Current TPM Status Information 

TPM Enabled Status 

[Disabled] 


TPM Active Status 

[Deactivated] 


TPM Owner Status 

[Unowned] 


InteL(R) TXT Configuration 

TXT Support 

[Disabled] 


► 氺 * ホ *** ホ * ホ ** ホ ** ホ ** ホ * ホ *** ホ * ホホ ***** ホ ** ホ * ホホ ** ホホホ *** 


►Setup Notice : 

► When the above "TPM Support", 

"TPM State" 


►and the following menus are set 

to [Enabled], 


►"TXT Support" can be set to [Enabled]. 


********************************************** 林 


VT-x 

[Enabled] 


VT-d 

CEnabLedU 

FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 



ht (C) 2010 Am 
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「TXT Support 」 を [ Enabled ] に設定すると、次の画面が表示されます。 


■ Security ■ 


TPM Support [Enabled] 

TPM State [Enabled] 

►氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺本本氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺氺 

►Setup Notice : 

► When "TXT Support" is set to [Enabled], 

►"TPM Support" and "TPM State" cannot be 
►set to [Disabled]. 


►ネ氺氺氺ホ本ホホホホホホホホ氺水ホホホ氺ホホホ氺氺氺氺氺氺氺氺氺ホ氺ホ：}:ホホ:}:氺氺本氺氺氺ホホ 


Pending TPM operation 

[None] 

Current TPM Status Information 

TPM Enabled Status 

CEnabLedU 

TPM Active Status 

[Activated] 

TPM Owner Status 

[Unowned] 

InteL(R) TXT Configuration 

CEnabLed] 

VT-x 

VT-d 

CEnabledD 

Setup Notice : 



When "TXT Support" is set to [Enabled], 
"VT-x" and "VT-d" cannot be set to 
[Disabled]. 


▲ DisabLes/EnabLes InteL(R) 
Trusted Execution Technology. 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Configuration 



TPM Support 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能サボートの有効/無効を設定しま 
す。 

「Administrator Password 」 を設定すると選 
択可能になります。本メニューを有効にす 
ると次項からの TPM 設定メニューが表示さ 
れます。 

丁 PM State 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能の有効 / 無効を設定します 。 TPM 
Support が有効な場合、設定可能になりま 
す。 

Pending 丁 PM operation 

[None] 

Enable Take Ownership 
Disable Take Ownership 
TPM Clear 

TPM オペレーションを設定します。 

TPM State が有効な場合、設定可能になり 
ます。 

Current TPM Status 
Information 



TPM Enabled Status 

Enabled 

Disabled 

TPM 機能の状態を表示します。（表示のみ） 

TPM Active Status 

Activated 

Deactivated 

TPM Owner Status 

Owned 

UnOwned 

Intel(R) TXT Configuration 

— 


TXT Support 

[Disabled] 

Enabled 

TXT 機能サボートの有効/無効を設定しま 
す。 VTx 、 VT-d、TPM Support、TPM 
state の各項目が " Enabled 11 の場合のみ、表示 
され設定可能になります。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「 ► 」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 「BMC 
LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration」 は選択後、く Enter〉 キーを押してサブメ 
ニューを表示させてから設定します。 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Management 

— 

— 

BMC LAN Configuration 

— 

— 

Event Log Configuration 

— 

— 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサボートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

FRB-2 Policy 

[Retry 3 Times] 

FRB レベル 2 の エラー が発生したときのシス 


Disable FRB2 Timer 
Always Reset 

テムの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 


5-60 minutes 

での時間を設定します。 Windows 〇 S にて 
ESMPR 〇 /ServerAgent を使用する場合は有 
効にすることができます。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 


Always Reset 

の処理を設定します 。 「Boot Monitoring 」 

を設定した場合に、設定可能になります。 
[Retry 3times] に設定すると、タイ厶アウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を 3 回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 


[Enabled] 

す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に P 〇 ST の終わりでいつたん停止しま 
す。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Check previous System 
Config 

[Disabled] 

Enabled 

システムの構成が前回の立ち上げ時と異な 
る場合、本設定を Enabled に設定すると、シ 
ステムは Boot の前にユーザの入力を待ちま 
す。 

BMC IRQ 

[IRQ 11] 

Disabled 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

[Disabled] 

Enabled 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

Memory Error 

Halt 

[Boot] 

POST を実行中、メモリリソースにおいて縮 
退エラーが発生している際に、 POST の終わ 
りで一旦停止するかどうかを設定します。 

本設定は、 「 Server 」 メニューの 「POST 

Error Pause 」 が 「 Enabled 」 に設定されて 
いるときに有効となります。 

本項目が 「 Boot 」 に設定されていても、全 
てのリソースで縮退が発生している場合は 
POST の終わりで停止します。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time 

[20] - 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を 2 ◦秒が 
ら 255 秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

[Disabled] 

Enabled 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
ローラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す 0 

CLI SETUP 

[Disabled] 

Enabled 

この GU 画面での SETUP メニューに代わり、 
CLI SETUP (Command Line Interface 
SETUP MENU) を起動する時に Enabled に 
設定します。再度 GUI 画面の SETUP メ 
ニューに切り替えるには 、 CLI SETUP から 
本項目を Disabled に設定変更してください。 


[]: 出荷時の設定 
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「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になつてから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを 4 秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください 0 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

BIOS のバージョンを表示します。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
爪し汞す〇 

System Part Number 

— 

本装置のシスァムの部品番号を表します。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます。 

Chassis Part Number 

— 

本装置の筐体の部品番号を表示します。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の筐体のシリアル番号を表示します。 

Onboard LAN 1 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ 1 の MAC アドレス 

Address 


を表示します。 

Onboard LAN2 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ 2 の MAC アドレス 

Address 


を表示します。 

Management LAN MAC 

— 

マネージメント専用 LAN コネクタの MAC ア 

Address 


ドレスを表示します。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデバイス ID を表示します。 

BMC Device Revision 

— 

BMC のレビジョンを表示します。 

BMC Firmware Revision 


BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します。 





























ノ、ー ドウエア編 303 


BMC LAN Configuration サブメニュー 


Serve 「メニューで 「BMC LAN Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


マネージメント専用 LAN コネクタはその他の LAN としては使用できません。 




BMC Network Configuration 

HAuto Negotiation] 

Select [Enable] to share a s 


ystem LAN port with BMC LAN. 

LAN Connection Type 

If you use a management LAN 

IP Address 

192.168 .1.1 

port for the BMC, select 

Subnet Mask 

255.255.255.0 

[Disable：. 

Default Gateway 

O-O-O.O 


DHCP 

[Disabled] 


Web Interface 



HTTP 

HTTP Port Number 

[Disabled] 


HTTPS 

HTTPS Port Number 

[Disabled] 


Command Line Interface 



Telnet 

Telnet Port Number 

[Disabled] 


SSH 

SSH Port Number 

[Disabled] 


卜 Clear BMC Configuration 


FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BMC Network 

Configuration 



Shared BMC LAN 

[Disabled] 

Enabled 

マネージメント専用 LAN を使用する場合に 
は 「 Disabled 」 に設定します。 

「 Enabled 」 に設定すると、 LAN 1 を通常の 
LAN と共有してマネージメント専用 LAN と 
しても使用することができます。 「 Enat)led 」 

に設定した場合、マネージメント専用 LAN 
は使用できません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation] 
100Mbps Full Duplex 

1 〇〇 Mbps Half Duplex 
10Mbps Full Deplex 
10Mbps Half Deplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.1.1] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

[255.255.255.0] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[0.0.0.0] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] に設定すると、 DHCP サーパが 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [Disabled ] に設 
定します。 

Web Interface 

— 

— 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [Enabled] に設定してく 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメント専用 LAN が HTTP による通信 
の際に使用する TCP ポートナンバーを設定 
します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [Enabled] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS による通 
信の際に使用する TCP ポートナンバーを設 
定します。 

Command Line Interface 



Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[No] 

Yes 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 
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Event Log Configuration サブメニュー 


Serve 「メニューで 「Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter〉 キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Event Log 



Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[Disabled] 

「 Enabled 」 に設定するとエラーログエリア 
が Full になつたときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

[No] 

Yes 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラーログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log サブメニュー 

Serve 「メニューの 「Event Log Configuration」 で 「System Event Log」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 



さらに 「View System Event Log」 を選択すると以下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは< I >キー/く t >キー、<+>キー /<-> キー、 
<Home> キー /<End> キーを押すことで表示できます。 




► Setup Notice : 

►If you select "View System Event Log" 

► menu below. It may take a few minutes 

► to display. 

卜 ***************************************************** 


▲ View System Event Log 


Getting System Event Logs". 
Number of SEL Entries = 919 


DATE 

TIME 

SENSOR TYPE 


05/28/10 

18:10:19 

System ACPI Power 

State 

05/28/10 

18:10:19 

System Event 


05/28/10 

18:10:18 

Button/Switch 


05/28/10 

17:37:35 

System ACPI Power 

State 

05/28/10 

17:37:32 

Reserved Type 


05/28/10 

17:37:32 

OS Critical Stop 


05/28/10 

17:36:09 

Reserved Type 


05/28/10 

17:36:09 

OS Boot 


05/28/10 

17:35:53 

System Boot Initiated 

05/28/10 

17:34:28 

System Event 


05/28/10 

17:34:27 

System Event 


05/28/10 

16:33:49 

System Event 


05/28/10 

16:33:13 

System Event 


05/28/10 

16:32:33 

System ACPI Power 

State 



n Cop 



ht (C) 


2010 Am 
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W ™0 Clear BMC Configuration の注意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーティリティの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 ESMPRO/ServerAgent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent Extension で 
設定された項目も Clear BMC Configuration の操作にてクリアされます。 
ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を行う 
前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバックアップを 
行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot Configuration 



Quiet Boot 

Disabled 

「 Disabled 」 に設定すると電源〇 N 後のディス 


[Enabled] 

プレイに NEC ロゴではなく POST の実行内容 
が表示されます。 

「BIOS Redirection Port 」 が有効に設定され 
ている場合には、 「 Unavailable 」 と表示さ 
れ、設定を変更することはできません。必 
ず Disabled 状態として動作します。 

再び 「BIOS Redirection Port 」 を無効に設 
定すれば、既存の設定値が表示され、設定 
を変更することができます。 

Bootup Numlock State 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


[Off] 

定します 

Setup Prompt Timeout 

数値 

POST 中に Setup を起動するための F2 キーの 
入力待ち時間を設定します。 

Boot Option Priorities 



Boot Option #1 


起動デバイスの優先順位を表示します。 

Boot Option #2 


全ての Boot 〇 ption を Disabled に設定すると 

Boot Option #3 


POST 終了時に SETUP が起動します。 

Boot Option #4 



CD/DVD ROM Drive BBS 
Priorities 


各 BBS での起動優先順位を設定します。 

Floppy Drive BBS Priorities 



Hard Drive BBS Priorities 



Network Drive BBS 

Priorities 




[]： 出荷時の設定 


1.BIOS は起動可能なデバイスを検出すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 


























ノ、ー ドウエア編 309 


2. < t >キー/<丨 >キーと<十>キー/<_>キーで登録した起動デバイスの優先順位 

(1 位から4位）を変更できます。 

各デバイスの位置へ<丨>キー/<丨>キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。 


Save & Exit 

力ーソルを 「 Save & Exit 」 の位置に移動させると 、 Save & Exit メニューが表示されます。 




このメニューの各オプションについて以下に説明します。 


モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 


Save Changes and Exit 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、 
自動的にシステムを再起動します。 


Discard Changes and Exit 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時に、この項目 
を選択します。選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存する時に、この項目を選択します。選択すると、 
確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存します。 
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Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。選択すると、 
確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Save & Exit メ 
ニューに戻ります。 
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CMOS メモリ•バスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す0 


irO CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフオルト 
Bta の設定に戻ります。 


パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


W-O その他のジャンノ v° の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 


CMOS メモリの内容の 

パスワードの保護/クリア用ピン保護/クリア用ピン 


前面側 



背面側 


マザーボード 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• ブラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AA 

A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
言:日:卞音 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


<CMOS メモリのクリア> 

1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ページ参照)。 

3. □ジックカバーを取り外す （222 ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

5. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。ジャンパスイッチにアクセスしづらい場合は 
242ページを参照してライザーカードを取り外してください。 

6. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を 0 N にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Save & Exit メ 
ニューから 「Load Setup Defaults 」 を実行する 0 


<パスワードのクリア> 


1. < CM 0 S メモリのクリア >の1〜5の手順同様にパスワードクリアのジャンパス 
イッチの設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 POWER スイッチを押す。 
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3. < F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直して 「Save Changes and Exit 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンノ（スイッチを元に戻す。 

5. 再度、本体を元通りに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

SM Bus 

1 

— 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

VGA, LAN1 

5 

PCI 

17 

LAN2, SATA 

6 

— 

18 

— 

7 

PCI 

19 

— 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置のオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用 
して、内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明しま 
す。 3.5 型ディスクモデルのオプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/ 130/ 134) によ 
る RAID システムの使用方法については、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


RA 旧について 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱ラ技 
術のことを意味します。 


つまり RAID とは複数のハードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することをいいます。これにより単体の大容量ハード 
ディスクドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オプションの RAID コントローラ ( N 8103 -129/130/134) または、オンボードの RAID コント 
□—ラ (LSI Embedded MegaRAD TM ) では、1つのディスクグループを複数の論理ドライブ ( 
バーチャルディスク)に分けて設定することができます。これらの論理ドライブは、〇 S からそ 
れぞれ1つのハードディスクドライブとして認識されます。〇 S からのアクセスは、ディスクグ 
ループを構成している複数のハードディスクドライブに対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD ™) がサボートする RAID レベルは、 「 RAID 〇」、 
「 RAID 1」です。 

N 8103 -129 がサボートする RAID レベルは 「 RAID 〇」、 「 RAID 1」 、 「 RADIO 」 、 N 8 103- 130/ 
134がサボートする RAID レベルは 「 RAID 0」 、 「 RAID 1」 、 「 RAID 1〇」、 「 RAID 5」 、 「 RAD 6 J 、 
「 RAID 50」 です。 

ディスクグループを作成する上で必要となるハードディスクドライブの数量は RAID レベルご 
とに異なりますので、下の表で確認してください。 


RA 旧レベル 

必要な八一 

ドディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

6 

RAID 1 

2 

2 

RAID 10 

4 

6 



各 RAID のレベル 詳細は、 「 RAID レベル」 （317 ページ） を参照して くださし、。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数のハードディスクドライブをグループ化したものを表します。設定可 
能なディスクグループの数は、ハードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図はオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD ™) にハードディスクド 
ライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



ハードデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


ハードデイスク ハードデイスク 

ドライブ2 ドライブ3 

(36 GB ) (36 GB ) 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設定したものを表 
し、〇 s からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コントローラ当たり最大64個になります。 

次の図はオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embededd MegaRAID ™) にハードディスクド 
ライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAIDO の 
バーチャルディスク ( VD ) を2つ設定した構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DGO 容量 108 GB 



^ - 

^— _ _ 


-> 

v - - 一 


^ - 

k - - A 


r - ■ 

VD0-1 

2 〇 GB 


VD0-2 

2 〇 GB 


VD0-3 

2 〇 GB 

VDO (RAIDO) 
容量 60GB 

r ■ ■ 

VD1-1 

16GB 

^ 


VD1-2 

16GB 


VD1-3 

16GB 

S-,_^ 

VD1(RAIDO) 
容量 48GB 


ハードデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


ハードディスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


ハードデイスク 
ドライブ3 
(36 GB ) 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台のハードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホットスワップといいます。 


ホツトスペア （Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成するハード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるよラに用意された予備のハー 
ドディスクドライブです。ハードディスクドライブの障害を検出すると、障害を検出した 
ハードディスクドライブを切り離し(オフライン)、ホットスペアを使用してリビルドを実行し 
ま ' J 〇 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD ™) がサポートしている RAD レ 
ベルについて詳細な説明をします。 


RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 〇 

ストライビング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量=八 _ ドディスクドライプ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリンク' 

あり 

八ードディスクドライプが2台必要 
容量= J \— ドディスクドライプ1台の容量 

RAID 10 

RAID 1のスパン 

あり 

八ードディスクドライプが4台以上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数 +2) 
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「 RAIDO 」 について 


データを各ハードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライピンク'」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(ハードディスクドライブ 3) • • •というようにデータが記録されます。すべての 
ハードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


RA 旧0はデータの冗長性がありません。ハードディスクドライブが故障する 
とデータの復旧ができません。 


RAID コント□ーラ 


ど ^ ^ N. 

^〆 


ご ^ ^ N. 


^〆 

ハード 
テイスク 
ドライブ1 


ハード 
テイスク 
ドライブ2 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 

ストライプ4 


ストライプ5 


ストライプ6 


「 RAID1 」 について 


1つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムを夕'ウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 



ご -> 

^メ 


^- -N 

-- 一 

ハード 


ハード 

ディスク 


ディスク 

ドライブ 1 


ドライブ 2 


ストライプ1 


ストライプ1 

ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID 10 」について 

データを2つのハードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライピンク'」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1の高信頼性を同時に実現することができます。 





RAID コント□ーラ 





厂 

1 1 1 




ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


本 


RAID 1 - 


▲ 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ5 


ストライプ6 



ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


本 


RAID 1 - 


本 


RAID 0 
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オンポードの RA 旧コントローラのコンフイグレーシヨン 


本体装置のオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD lM ) を使用して、内蔵 
のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

八ードディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最小必要台数以上のハードディスクドライブを取り付けてく 
ださい。取り付け手順については、「ハードディスクドライブ」 （206 ページ）を参照してくだ 
さい。 


w-O 取り付けるハードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
しヽ。また、 RA 旧1を構築する場合は、同じ容量のハードディスクドライブを 
使用することをお勧めします。 


RAID システムの有効化 

取り付けたハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、 RAID システムの 
ハードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボードの設定を変更してください。 


出荷時の設定では、 RAID システムが無効に設定されています。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さない 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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A 注意 


AA 

A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 




• 指を挟まない 

• 言:日:卞吾 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1 . 203ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （203 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （222 ページ参照)。 

4. ライザーカードを取り外す （250 ページ参照)。 

5. ジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

6. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 


前面側 



マザーボード 


RAID コンフイ グレー シヨン 
ジャンパ 



背面側 


7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced」■「SATA Configuration 」 の 「SATA Mode 」 
が 「RAID Mode 」 となっていることを確認してください。 

出荷時の設定では 「 SATAMode 」 が flDE Mode 」 と表示されています。 
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RAID システム管理ユーテイリテイの起動と終了 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) の管理ユーテイリテイは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です 0 



この コンフイグレーシヨンユーテイ リ テイ は 本 装置で サボー トしている 
ESMPRO / ServerManager のリモート コンソール 機能では動作しません。 


ユーティリティの起動 


1. 本体装置の電源を投入して、 POST 画面で、以下の表示を確認したら、 
< Ctrl >+< M > キーを押す。 


Press Ctrl-M or Enter to run LSI Software RAID Setup Utility 


ユーティリティが起動し、以下に示す TOP メニューを表示します。 


wO < Ctrl >+< M > キーを押し忘れてしまったり、以下の画面が表示されずに進んで 
しまった場合は、再起動してく Ctrl >+< M > キーを押してください。 


LSI Sofotware RAID Configuration Utility Ver xxx XXXXXXXXX 


— Management Menu 

Configure 

Initialize 

Objects 

Rebuild 

Check Consistency 


Configure VD(s) 


Use Cursor Keys To Navigate Between Items And Press Enter To Select An Option 


以降の操作については、「メニューツリー」 （323 ページ）と「操作手順」 （324 ペー 
ジ）を参考に操作および各種設定をしてください。 


ユーテイリテイの終了 

ユーテイリテイの TOP メニューで < Esc > キーを押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Please Press く Ctrl 〉< Alt > < Del > to REBOOT the system . 


上に示すメッセージが表示されたら、 < Ct 「 l >+< Alt >+< Del > キーを押します。再起動します。 
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メニューツリー 

◊:選択•実行パラメータ•：設定パラメータ•：情報表示 
♦:バーチャルドライブ生成後設定（変更）可能 


メニュー 

説明 

OConfigure 

Configuration 設定を行う 

OEasy Configuration 

Configuration の設定(固定値使用） 

ONew Connguration 

Configuration の新規設定 

OView/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

OClear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するパーチャルドライブを選択する 

◊Initialize 

バーチャルドライプ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コントローラ設定 

◊Sel. Adapter 

アタ'プタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Cont on Error 

Yes 

•Fast Init 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

•Factory Default 

デフォルト値に設定 

◊Virtual Drive 

パーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

バーチャルライプの選択(複数ノ'(ーチャルドライプが存在） 

◊Initialize 

バーチャルドライプの初期化 

OCheck Consistency 

バーチャルドライプの冗長性チエック 

◊View/Update Parameters 

バーチャルドライプ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

• SIZE 

バーチャルドライプの容量表示 

• Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

• #Stripes 

バーチャルドライプを構成しているハードディスクドライプ 
数を表示 

• State 

バーチャルドライプの状態表示 

• Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

• Read Ahead 

リードアへッドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライプの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライプの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホットスペアディスクに設定 
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メニュー 

説明 

OForce Online 

ディスウを強制的にオンラインにする 

◊Change Drv State 

ディスクをオフラインまたはホットスペアを Redy にする 

◊Drive Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

• Device Type 

デバイス種類 

• Capacity 

容量 

• Product ID 

型番 

• Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

OCheck Consistency 

パーチャルドライプの冗長性チエック 


操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニユ ー （Management Menu ) より、 「 Configure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 


W ™0 • 「New Configuration 」 で Configuration を作成の場合、既存のコン 

Bto フィグレーション情報がクリアされます。既存のコンフィグレーション 

情報に追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 ではバーチャルドライブ容量の設定ができませ 
ん 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add Configuration 」 で作成 
して < ださい。 
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3. 確認のメッセー ジ ( Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEVICE が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. 力ーソルキーでパックしたいハードディスクドライブに力ーソルを合わせ、スぺ一 
スキーを押す。 


ハードディスクドライブが選択されます（選択ハードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「 ONLIN 」 になります）。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



5. く FI ◦> キーを押して 、 Select Configurable Array ⑻を設定する。 

6. スペースキーを押す。 

SPAN -1 が設定されます。 


Select Configurable Array(s) 


— A-0 — 
SPAN-1 
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7. < F 1 0>キーを押してノ（ーチャルドライブの作成を行う。 

「Virtual Drives ConfigureJ 画面が表示されます。（下図は、ハードディスクドライ 
ブ2台、 RAID1 を例にしています） 

- Virtual Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual Drive 。 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID」 ： RAID レベルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

〇 

RAID 〇 

1 

RAID1 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

(2) rSizeJ :バーチャルドライブのサイズを指定します。本装置のマザーボード上の 

RAID コント□—ラは最大8個のバーチャルドライブが作成できます。 

(3) 「DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライト スルー 

On* 1 

ライトバック 


* 1 推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を 「 On 」 としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありますので、無停電電源装置 （ UPS 等）で本体供 
給電源の突然の電源断を防止するよろにしてください。 
なお 「 Off 」 へ変更した場合は性能がおよそ5096以下に 
低下します。 

(4) fRAJ : Read Ahead の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

On* 1 

先読みを行う 


推奨設定 
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(5) fSpanJ : Span 設定を行います 0 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0* 1 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行ラ 


* 1 推奨設定 

SPAN 実行時は、パックを組む時に図の樹こ2組以上の同ーパックを作成します。 


RAID 1の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

バーチヤルドライブが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にバーチヤルド 
ライブが表示されます。 


10. バーチャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を抜け 、 「Save 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する 0 

0〇响9^^:1〇门がセーブされます 〇 

11 . Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より 「 Objects」 ― 「Virtual Drive 」-► rView/Update 
Parameters 」 を選択してバーチャルドライブの情報を確認する 0 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Virtual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うバーチャルドラ 
イブに力ーソルを合わせ、スぺースキーを押す。 

バーチャルドライブが選択されます。 


15. パーチヤルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して Initialize を行う。 


実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Virtual Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのバーチャルドライブに対して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （330 ページ）を参照してください。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


_"〇 コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
■M ください。 

コンフィグレーション作成直後の整合性チェックでは不整合を検出•修正する 
場合がありますが問題ありません。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「 Rebuild-PHYSICAL DRIVES SELECTI 〇 N MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD に力ーソルを合わせ、スペースキーで選択する。（複数 
のハードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

ハードディスクドライブが選択されると、 “ FAIL ” の表示が点滅します。 

5. 八ードディスクドライブの選択が完了したら、く F 10>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になった 6 リビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


PORT# 
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ホットスペアの設定 



1 . ホットスペア用のハードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 を選択する 0 

rObjects-PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

5. 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpareJ を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

ハードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



• ホットスペアの設定を取り消すには、 「 Objects 」 — 「 PhysicalDrive 」 

F エック I — rPort#XJ ^ rChange Drv State 」 を選択します。 

• ホットスペア用ハードディスクドライプが複数 ( 同一容量 ) ある場合は、 
CH 番号 / ID 番号が小さい八ードディスクドライブから順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チヱック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する 0 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行うバーチャルドライブに力ーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して、整合性チェックを行う。 

5. 確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

「Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になった6、整合性 
チェックは完了です。 
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6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
Bra ください。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「Configure」— 
「Clear Configuration」 を選択します。 「Clear Configuration」 を実行すると、 RAID コン 
トローラ、ハードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration」 を実行すると、 RAID コントローラのすべてのチヤネルのコンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 


^ パーチヤルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできません。 
If エック I Universal RAID Utility を使用してください。 


(2) Force Online 

Fai 狀態のハードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「Objects」 一 「Physical Drive」— ハ—ドディスクドライブ選択— 「Force Online」 
を選択。 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「Objects」—「Adapter」—「Sel. Adapter」—「Rebuild Rate」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設定可能。デフォルト値(設定推奨値)30%。 

(4) 八ードディスクドライブ情報 

ハードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「Objects」—「Physical Drive」 —ハードディスクドライブ選択 — 
「Drive Properties」 を選択。 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後 、 LSI Embedded MegaRAD のコンフィグレーション、お 
よび、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき 
点について説明します。 


LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分が 
あります 。 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用するとき 
は、以下の表を元に用語を読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RA 旧ビューア 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□—ラ 

RAID Controller 

Virtual Drive 

論理ドライプ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 


番号と旧 

ディスクアレイの各コンポーネントを管理するための番号は 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility と Universal RAID Utility では表示方法が異なります。 

以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント □ー ラ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、 Adapter を〇から始まる番号で管理します 0 
Adapter の番号を参照するには、[〇 bjects ] メニューの [ Sel . Adapter ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、 RAID コントローラを1から始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAID コントローラの番号を参照するには、 RAD ビューアでは、 RAD コント□— 
ラのプ□パティの[番号]を、 「 aidcmd では、 RAID コント□—ラのプ□パティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility のメニューで管理する Adapter 番号も RAID コントローラのプ□パティの 
[ ID ] で参照できます。 


Virtual Drive と論理ドライブ 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Virtual Drive を 0 から始まる番号で管理します。 
Virtual Drive の番号を参照するには、[〇 bjects ] メニューの [Virtual Drives ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、論理ドライブを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプロパティ 
の[番号]を、 「 aidcmd では、論理ドライブのプ□パティの [RAID Controller #X Virtual Drive # Y ] 
を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID Configuration Utility 
の管理する論理ドライブ番号も論理ドライブのプ□パティの [ D ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、ディスクアレイを〇から始まる番号で管理しま 
す。ディスクアレイの番号は、[〇 bjects ] メニューの [Physical Drive ] の[〇 bjects - PHYSICAL 
DRIVE SELECTION MENU ] の [ Axx ] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを 1 から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パ 
ティの[ディスクアレイ]を、 「 aidcmd では、ディスクアレイのプ□パティの [RAID Controller 
#X Disk Array # Y ] を参照します。 

Physical Drive と物理デバイス 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Physical Drive を Port 番号で管理します。 
Physical Drive の Port 番号は[〇 bjects ] メニューの [Physical Drive ] で[〇 bjects - PHYSICAL 
DRIVE SELECTION MENU ] の [Port #] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを 1 から始まる番号と ID で管理します。番号は接続し 
ている物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並べ、値の小さいものから順番に1から始まる値 
を割り当てたものです。 ID は 、 LSI Software RAID Configuration Utility で表示する Port 番号 
と同じ値です。 

Universal RAID Utility で物理デバイスの番号と ID を参照するには、 RAID ビューアでは、物理 
デバイスのプ□パティの[番号]と [ D ] を、 「 aidcmd では、物理デバイスのプ□パティの [RAID 
Controller #X Physical Device # Y ] と [ ID ] を参照します。 
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優先度の設定 

LSI Software RAID Configuration Utility では、 RAID コント □— ラのリビルド優先度、整合性 
チェック優先度の設定項目を数値で表示/設定しますが、 Universal RAID Utility は、高/中/低 
の3つのレベルにまるめて表示/設定します。それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応につ 
いては、以下の表を参照してください。 

たとえば、 LSI Software RAID Configuration Utility で、 RAD コントローラの [Rebuild Rate ] 
を "10" に設定したとき、 Universal RAID Utility は、その RAID コント□ーラの[リビルド優先 
度]を 1 ’中 1 ’という値で表示します (RAID コント□—ラの[リビルド優先度]は、"10” で動作しま 

す)〇 

Universal RAID Utility で、 RAID コント□ーラの[リビルド優先度]を M High n に設定したとき、 
[リビルド優先度]は、 n 20 n で動作します。 LSI Software RAID Configuration Utility でその 
RAD コント□ーラの [Rebuild Rate ] を参照すると、 "20" と表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

15 〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8-14 

中 (Middle) 

の Rebuild Rate 

0-7 

低 (Low) 

整合性チェック優先度 

15〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8-14 

中 (Middle) 

の Chk Const Rate 

0-7 

低 (Low) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Rebuild Rate 

低 (Low) 

5 

整合性チェック優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Chk Const Rate 

低 (Low) 

5 



• LSI Software RAID Configuration Utility では、 FGI (フォアグラ ウンドイニ 
シャライズ)、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も設 
定できますが、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニシャラ 
イズの優先度は設定できません。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定できますが、 「LSI 
Embedded MegaRAIDj に対して、初期化優先度を設定できません。そ 
のため、 RAID ビュ ーアのプロパティの[オプション] タブに[初期化優先 
度]の項目は表示しません。また、 raidcmd で初期化優先度を設定すると 
失敗します。 
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■ J セツト 


本装置が動作しなくなったときに参照してください。 

リセットにはスイツチによるハードリセツトとキーボードからのソフトリセツトの2つがあ 
ります。 


wO リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアして 
Bta しまいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がな 
にも処理していないことを確認してください。 


八-ドリセツ 


本装置前面にある RESET スイッチを押します。 


RESET スイッチ 
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〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 












































336 リセット 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF か630秒以上待ってから電源を ON にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
os を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


POWER スイッチ 
(4 秒以上押す） 
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